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平
成　

年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
５
日
か
ら　

日
ま
で
の　

日
間
の

１７

２０

１６

会
期
で
開
会
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
那
珂
市
各
種
会
計
の
決
算
、
水
道
事
業
決
算
、
那
珂
市
医

１６

療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
、
執
行
部
提
出
の
合
計

　

件
の
議
案
等
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

２０

ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
に
拡

大
さ
れ
、
多
く
の
乳
幼
児
の

医
療
費
の
自
己
負
担
が
軽
減

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
己
負
担
額
は
、

外
来
診
療
の
場
合
、
１
医
療

機
関
ご
と
に
１
回
５
０
０
円

か
ら
６
０
０
円
（
月
２
回
ま

で
３
回
目
よ
り
無
料
）
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
入
院
の
場

合
は
、
無
料
だ
っ
た
も
の
が

医
療
費
１
日
３
０
０
円
で
月

３
０
０
０
円
ま
で
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。
入
院
の
食
費

も
一
般
的
に
１
日
７
８
０
円

が
負
担
と
な
り
ま
す
。（
重

度
障
害
者
は
、
平
成　

年
３

１９

月
ま
で
半
額
負
担
）

（
詳
細
は
国
保
年
金
課
ま
で
）
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那
珂
市
の
医
療
福
祉
費
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
が

改
正
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
妊
産
婦
･

乳
幼
児
･
ひ
と
り
親
家
庭
の

親
子
等
･
重
度
障
害
者
の
医

療
費
の
自
己
負
担
分
の
一
部

を
公
費
で
負
担
し
、
医
療
費

の
軽
減
を
行
う
も
の
で
、
通

称
「
マ
ル
福
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
制
度
で
す
。

　

今
回
の
改
正
は
、
茨
城
県

の
医
療
福
祉
制
度
の
変
更
に

よ
り
、
対
象
者
の
拡
大
と
自

己
負
担
額
が
増
額
と
な
る
も

の
で
、
平
成　

年　

月
１
日

１７

１１

よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
対
象
者

は
、
今
ま
で
の
３
才
未
満
か

小
学
校
入
学
前
ま
で
の
幼
児
等
の

医
療
費
を
公
費
で
一
部
負
担
し
ま
す

改正

�

�

比　　　較改　正　後改　正　前
対象者が３歳以上小学校入学前まで
に拡大

妊産婦
乳幼児（０歳～小学校入学前まで）
ひとり親家庭の親子等
重度障害者

妊産婦
乳幼児（０歳～３歳未満）
ひとり親家庭の親子等
重度障害者

対
象
者

１回につき１００円の個人負担が増加
３歳以上小学校入学前の幼児は３
割負担から左記の負担額に軽減

医療機関ごとに１回６００円負担、月２回
１，２００円まで個人負担（薬局は無料）
（重度障害者は無料）

医療機関ごとに１回５００円、月２回
１，０００円まで個人負担（薬局は無料）
（重度障害者は無料）

外　

来

左記のとおり、医療費・食事代とも
自己負担が増加

医療費：１日３００円、月３，０００円を限度
に個人負担
食費：一般的に７８０円を個人負担、重
度障害者はH１９年３月まで半額負担

無料
（那珂市は、３歳以上小学校入学前ま
でも含む）

入　

院
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静
峰
公
園
の
近
く
に
あ
る

余
暇
活
用
施
設
「
し
ど
り
の

里
」
の
使
用
料
を
改
正
し
ま

し
た
。「
し
ど
り
の
里
」
は
、

お
風
呂
を
中
心
と
し
た
、
市

民
の
皆
様
の
余
暇
を
利
用
し

て
、
休
養
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

を
す
る
た
め
の
施
設
で
す
。

　

改
正
の
内
容
は
、
今
ま

で
、
平
日
･
休
日
･
昼
間
･

夜
間
（
午
後
４
時
以
降
）
の

４
つ
に
区
分
さ
れ
て
い
た
使

用
料
金
を
見
直
し
、
一
律
に

し
ま
し
た
。

余
暇
活
用
施
設
「
し
ど
り
の
里
」
の

使
用
料
を
改
正
し
ま
し
た

改正

�

�

「
し
ど
り
の
里
」
の
お
風
呂
と
休
憩
室

改　　正　　前

休　日平　日区　　　分

７００５００昼　間
大　人

５００３００夜　間

４００３００昼　間
子　供

２００２００夜　間

改　　正　　後

備　　考金　額区　分

子供は小学生以下
の者
３歳未満は無料

５００大　人

３００子　供

▼平成１７年度一般会計補正予算（第４号）
１億８，０６４万９，０００円の増額→総額１７８億５４３万１，０００円
　歳入は、地方交付税、繰越金の確定等によるものです。
　歳出は、道路用地の土地開発公社よりの買い戻し約１億
円、街路整備事業費約８，６００万円の増額によるものです。

▼平成１７年度国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算
　（第１号）
３，１１１万１千円の増額→総額４５億３，５１１万１，０００円
　歳出で国県負担金等返納金を約３，１３２万円増額しました。

▼平成１７年度介護保険特別会計補正予算（第１号）
３９３万３，０００円の増額→総額２１億７，０９３万３，０００円
　介護保険システムの改修のため、３８３万円増額しました。

▼平成１７年度下水道事業特別会計補正予算（第２号）
１４７万３，０００円の増額→総額２２億９，３４７万３，０００円
　消費税支払額を増額しました。

▼平成１７年度農業集落排水整備事業特別会計補正予算（第１号）
４４万７千円の減額→総額３億９，７５５万３，０００円
　消費税支払額１３８万円を増額し、職員人件費２３８万円を減
額しました。

▼平成１７年度上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計補正
予算（第１号）
１５３万円の増額→総額３億３，４５３万円
　建物工作物の調査費で１５３万円を追加しました。

補正予算１０件を可決しました
　平成１７年度補正予算の専決処分４件と、平成１７年度補正予
算６件を、原案どおり可決しました。

▼平成１７年度一般会計補正予算（第２号）
１，０７７万７，０００円の増額→総額１７６億２７５万４，０００円
　歳出の市税前納報奨金を１，０７０万円増額しました。
（H１７．７．１５専決処分）

▼平成１７年度一般会計補正予算（第３号）
２，２０２万８，０００円の増額→総額１７６億２，４７８万２，０００円
　衆議院議員総選挙及び最高裁判官国民審査の経費を増額
しました。
（H１７．８．１７専決処分）

▼平成１７年度下水道事業特別会計補正予算（第１号）
補正額０円→総額２２億９，２００万円
　一般管理事務費内の報償費を減額し、消費税の支払い分
を増額しました。
（H１７．７．１５専決処分）

▼平成１７年度水道事業会計補正予算（第１号）
資本的収入及び支出６，１００万円の増額
　高金利の企業債を借換えするために増額しました。
（H１７．７．２１専決処分）
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平
成　

年
度
の
決
算
の
議
案

１６

が
執
行
部
よ
り
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
決
算
は
、
旧
那
珂
町

の
決
算
額
と
、
旧
瓜
連
町
の
平

成　

年
１
月　

日
の
合
併
以
降

１７

２１

の
分
を
合
算
し
た
決
算
額
に
な

り
ま
す
。

　

議
会
で
は
、
決
算
の
内
容
を

慎
重
に
審
議
す
る
た
め
、　

名
１２

の
委
員
に
よ
る
決
算
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
審
議
し
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
で
は
、
３
日
間

の
日
程
で
、
那
珂
市
の
各
種
会

計
９
つ
と
那
珂
市
水
道
事
業
会

計
決
算
の
合
計　

会
計
の
決
算

１０

内
容
を
執
行
部
か
ら
説
明
を
受

け
な
が
ら
審
議
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
の
審
議
の
結
果
、
す

べ
て
の
決
算
は
適
正
に
執
行
さ

れ
て
お
り
、
認
定
す
べ
き
も
の

と
し
て
議
会
に
報
告
し
、
議
会

本
会
議
で
認
定
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
委
員

委
員
長 

須
藤　
　

博

副
委
員
長 

萩
野
谷
敏
一

委　

員 

蝦
名　

純
子

委　

員 

寺
門　
　

近

委　

員 

中
�　

政
長

委　

員 

先
�　
　

光

委　

員 

助
川　

則
夫

委　

員 

石
川　

憲
男

委　

員 

木
村　

静
枝

委　

員 

秋
山　
　

一

委　

員 

海
野　
　

進

委　

員 

中
村　
　

健

平成１６年度那珂市各種会計決算（H１６．４．１～H１７．３．３１）

歳入歳出差引額  A-B歳出決算額  B歳入決算額  A会　　計　　区　　分

６億８，４５５万１５２億１，４９５万１５８億９，９５０万一 般 会 計

１億４，６０１万３７億９，８４３万３９億４，４４４万国民健康保険特別会計（事業勘定）

特　
　

別　
　

会　
　

計

３，０２５万３８億８，７３９万３９億１，７６４万老 人 保 健 特 別 会 計

７，４１４万２０億８，３１９万２１億５，７３３万下 水 道 事 業 特 別 会 計

１５６万１，４５１万１，６０７万公 園 墓 地 事 業 特 別 会 計

１，０７７万２億７，２４５万２億８，３２２万農業集落排水整備事業特別会計

５，２１２万１８億６，７３９万１９億１，９５１万介護保険特別会計（事業勘定）

４４８万４，４１２万４，８６０万介 護 サ ー ビ ス 事 業 特 別 会 計

８０３万２億７，９３８万２億８，７４１万上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計

１０億１，１９１万２７４億６，１８１万２８４億７，３７２万合　　　　計

（単位：円）

�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年
度
の
那
珂
市
各
種
会
計
決
算

１６

と
那
珂
市
水
道
事
業
会
計
決
算
の
議
案
が

執
行
部
よ
り
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
決
算
を
審
議
す
る
た
め
那
珂
市
議
会
で

は
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
３
日

間
に
わ
た
り
決
算
内
容
を
審
議
し
ま
し

た
。
特
別
委
員
会
で
審
議
の
結
果
、
す
べ

て
の
決
算
を
認
定
す
べ
き
も
の
と
し
、
本

会
議
で
認
定
し
ま
し
た
。

▲決算特別委員会の審議風景
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財
政
困
難
な
中
、
全
般
的
に

適
正
な
予
算
執
行
が
行
わ
れ
て
い
る

　

那
珂
市
の
平
成　

年
度
一

１６

般
会
計
決
算
額
は
、
旧
那
珂

町
分
と
合
併
後
の
旧
瓜
連
町

分
を
加
算
し
た
額
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
決
算
額

も
、
前
年
度
よ
り
も
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
ゴ
ル
フ
場
利

用
税
交
付
金
が
新
た
に
追
加

に
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
市
債
の
借
り

換
え
が
約　

億
円
あ
っ
た
た

１０

め
に
、
公
債
費
の
決
算
額
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

決
算
特
別
委
員
会
の
審
議

内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

歳
入
で
は
、
市
税
の
滞
納

整
理
の
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
の
質
疑
が
あ
り
、
早
期
の

納
税
指
導
、
分
納
誓
約
、
不

誠
実
な
滞
納
者
に
対
し
て
は

債
権
管
理
機
構
へ
の
移
管
や

差
し
押
さ
え
等
の
処
置
を
実

施
し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
質
疑
内
容
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

職
員
研
修
の
事
業
費
が
前

年
度
よ
り
減
少
し
た
の
は
、

宿
泊
を
伴
う
研
修
が
少
な

か
っ
た
た
め
で
し
た
。　

　

生
活
保
護
者
の
件
数
は
、

市
全
体
で
約
１
５
０
世
帯
が

該
当
し
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
監
視
員
の
活
動

の
実
績
は
、　

件
の
不
法
投

１２

棄
の
連
絡
を
受
け
ま
し
た
。

　

生
ゴ
ミ
処
理
機
器
や
コ
ン

ポ
ス
ト
の
購
入
補
助
は
前
年

度
と
比
較
し
て
、
減
少
傾
向

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

道
路
維
持
清
掃
事
業
は
、

側
溝
清
掃
、
除
草
、
路
面
清

掃
、
産
業
廃
棄
物
の
枯
れ

草
･
汚
泥
の
処
分
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

竹
の
内
土
地
区
画
整
理
事

業
は
残
り
の
保
留
地
が
処
分

で
き
れ
ば
平
成　

年
ま
で
に

１９

事
業
完
了
す
る
計
画
で
す
。

　

教
育
相
談
室
運
営
事
業
で

の
相
談
件
数
の
増
加
は
、
相

談
室
が
充
実
し
、
同
じ
人
が

何
度
も
来
る
た
め
延
べ
相
談

件
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

平成１６年度一般会計歳入決算額

構成比決算額歳入科目

３６．０５７億３，０４４万市 税

１５．５２４億６，９８６万地 方 交 付 税

１５．０２３億８，７４０万市 債

６．６１０億５，６９８万繰 越 金

６．１９億７，３９３万国 庫 支 出 金

５．９９億３，９５７万県 支 出 金

２．６４億１，４７４万諸 収 入

２．６４億　８６６万地 方 消 費 税 交 付 金

２．５４億　２２０万地 方 譲 与 税

２．３３億５，９８４万繰 入 金

１．４２億２，２７７万分 担 金 及 び 負 担 金

１．０１億５，５８２万地 方 特 例 交 付 金

０．９１億４，６５０万使 用 料 及 び 手 数 料

０．９１億３，９５６万自動車取得税交付金

０．３４，９２０万利 子 割 交 付 金

０．１１，５９８万財 産 収 入

０．１９２３万株式等譲渡所得割交付金

０．１８３２万交通安全対策特別交付金

０．１８１３万配 当 割 交 付 金

０．０２９万ゴルフ場利用税交付金

０．０８万寄 付 金

１００．０１５８億９，９５０万合　　　計

（単位：円）

市
税
の
滞
納
整
理
に

鋭
意
努
力
を
要
望

�
�
�
�
�
�
�
�
	

平成１６年度一般会計性質別歳出決算額

構成比決算額性質別区分

１８．９２８億７，３９２万人 件 費

１８．９２８億７，２８１万公 債 費

１４．９２２億６，１５３万物 件 費

１４．４２１億８，６９６万普 通 建 設 事 業 費

１３．２２０億１，６７４万補 助 費 等

１０．９１６億５，３２３万繰 出 金

７．１１０億７，５５２万扶 助 費

１．４２億１，５１３万維 持 補 修 費

０．２３，８２６万投 資 及 び 出 資 金

０．１２，０５３万貸 付 金

０．０３２万積 立 金

１００．０１５２億１，４９５万合　　　計

（単位：円）

※性質別決算は、歳出決算額を性質別に区分を替えて表示し
たものです。

平成１６年度一般会計目的別歳出決算額

構成比決算額目的別区分

１８．９２８億７，２８４万公 債 費

１７．４２６億３，９４３万民 生 費

１５．６２３億７，４３７万土 木 費

１５．３２３億２，６６３万教 育 費

１１．６１７億６，３６９万総 務 費

７．９１２億　７７４万衛 生 費

５．８８億８，２０８万消 防 費

５．５８億３，９３１万農 林 水 産 業 費

１．５２億３，２２８万議 会 費

０．５７，４８６万商 工 費

０．０１７２万諸 支 出 金

１００．０１５２億１，４９５万合　　　計

（単位：円）

※目的別決算は、通常の決算額として一般に表示される数字
です。それぞれの目的別の決算額を表します。



那珂市 議会だより ６

　

平
成　

年
度
の
那
珂
市
特

１６

別
会
計
決
算
の
決
算
特
別
委

員
会
で
の
主
な
審
議
内
容
で

す
。

　

国
保
加
入
者
の
医
療
費
を

負
担
す
る
制
度
で
す
。
保
険

加
入
者
数
や
医
療
費
給
付
件

数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

国
保
税
の
滞
納
世
帯
は
ど

の
く
ら
い
か
の
質
疑
に
対

し
、
１
８
７
５
世
帯
あ
る
。

ま
た
、
保
険
税
の
徴
収
率

は
、
こ
こ
３
年
間
は
上
昇
し

て
お
り
、
県
内
で
も
稀
で
あ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

老
人
保
健
は
、　

歳
以
上

７５

の
高
齢
者
の
医
療
費
を
負
担

す
る
制
度
で
す
。
対
象
者
を

　

歳
か
ら　

歳
に
引
き
上
げ

７０

７５

た
こ
と
に
よ
り
、
平
成　

年
１６

��������	
�

下水道事業など

　　　一般会計繰入金が増加

歳入確保に努力を

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

税
の
徴
収
率
は
向
上

度
末
で
対
象
者
は
７
０
２
２

名
で
、
前
年
度
よ
り
約
３
０

０
名
減
少
し
ま
し
た
。

　

当
該
年
度
に
整
備
し
た
下

水
道
管
は
、
旧
那
珂
町
の

堤
･
横
堀
･
杉
原
地
区
が
約

　
　

、
旧
瓜
連
町
の
中
里
･

７.５
km

玉
川
地
区
が
約　
　

で
す
。

２.１
km

下
水
道
事
業
債
の
償
還
額
が

年
々
増
加
し
て
お
り
、
一
般

会
計
よ
り
の
繰
入
も
増
加
し

て
い
る
状
況
で
す
。

　

福
ヶ
平
霊
園
に
旧
瓜
連
町

の
冨
士
霊
園
が
加
わ
り
ま
し

た
。
当
該
年
度
の
主
な
事
業

は
、
福
ヶ
平
霊
園
の
ト
イ
レ

改
修
･
墓
地
の
暗
渠
排
水
工

事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
内
容
は
、
５
箇

所
あ
る
農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
の
維
持
管
理
と
処
理
区

域
内
の
汚
水
管
延
長
な
ど
の

工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆
老
人
保
健
特
別
会
計

対
象
者
･
医
療
費
は
減
少

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

汚
水
管
約　
　

を
整
備

９.６
Km

◆
公
園
墓
地
事
業
特
別
会
計

福
ヶ
平
霊
園
を
改
修

��������	

◆
農
業
集
落
排
水
整
備

事
業
特
別
会
計

　

５
箇
所
の
処
理
施
設
の

維
持
管
理

　　平成１６年度那珂市国民健康保険特別会計 （単位：円）
歳出決算額歳出科目歳入決算額歳入科目

２４億７，２２１万保 険 給 付 費１３億６，８０４万国民健康保険税

９億２，３６５万老人保健拠出金１４億１，７９４万国 庫 支 出 金

２億４，０８１万介護保険納付金６億４，２３６万療養給付費等交付金

６，７９９万共同事業拠出金３億６，３１６万繰 入 金

５，９１４万総 務 費７，０６２万繰 越 金

１，８８９万基 金 積 立 金５，４８０万共同事業交付金

１，３９６万保 険 事 業 費２，００７万県 支 出 金

１７８万諸 支 出 金７４５万そ の 他

３７億９，８４３万歳出合計３９億４，４４４万歳入合計

　　　平成１６年度那珂市老人保健特別会計 （単位：円）

歳出決算額歳出科目歳入決算額歳入科目

３８億６，８６７万医 療 諸 費

２４億　９４２万支払基金交付金

９億６，４０５万国 庫 支 出 金

２億４，８１０万県 支 出 金

１億６，８２５万繰 入 金

１億２，０３０万繰 越 金

１，８７２万諸 支 出 金７５２万諸 収 入

３８億８，７３９万歳出合計３９億１，７６４万歳入合計

　　　平成１６年度那珂市下水道事業特別会計 （単位：円）
歳出決算額歳出科目歳入決算額歳入科目

９億９，７４６万公 債 費

７億１，７９６万繰 入 金

６億３，２２０万市 債

３億３，４０３万使用料及び手数料

２億８，８８０万国 庫 支 出 金

８億　３１４万下 水 道 建 設 費

９，７５０万繰 越 金

７，５７１万分担金及び負担金

７４０万県 支 出 金

３７２万諸 収 入

２億８，２５９万総 務 費１万財 産 収 入

２０億８，３１９万歳出合計２１億５，７３３万歳入合計

　　平成１６年度那珂市公園墓地事業特別会計 （単位：円）
歳出決算額歳出科目歳入決算額歳入科目

１，４５１万総 務 費

７３４万繰 越 金

５３５万使用料及び手数料

３３８万管 理 料

１，４５１万歳出合計１，６０７万歳入合計

　平成１６年度那珂市農業集落排水整備事業特別会計 （単位：円）
歳出決算額歳出科目歳入決算額歳入科目

１億４，３３３万公 債 費

１億６，５２８万繰 入 金

５，７１６万繰 越 金

４，４７７万使用料及び手数料

９，０５６万総 務 費
１，３２０万分担金及び負担金

２２６万県 支 出 金

３，８５６万農業集落排水整備事業費５５万諸 収 入

２億７，２４５万歳出合計２億８，３２２万歳入合計
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那
珂
市
の
水
道
事
業
会
計

決
算
額
は
、
左
表
の
と
お
り

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
期
の
決
算
は
、
１
月
に

旧
瓜
連
町
と
合
併
し
た
た
め

に
、
前
年
よ
り
も
決
算
額
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
は
、
公
営

企
業
と
し
て
、
収
益
の
ほ
と

ん
ど
が
市
民
の
皆
様
の
水
道

料
金
で
賄
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

損
益
計
算
書
の
営
業
収
入

は
、
９
割
が
水
道
料
金
で
、

残
り
の
１
割
は
加
入
分
担
金

な
ど
で
す
。
営
業
費
用
は
、

原
水
･
浄
水
費
が
約　

億
３.４

円
、
配
水
･
給
水
費
が
約
３

千
万
円
、
総
経
費
が
約　

億
１.６

円
、
原
価
償
却
費
が
約　

億
２.３

円
な
ど
で
す
。
営
業
外
費
用

　

介
護
制
度
の
普
及
に
よ
り

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
認

定
者
が
増
え
て
お
り
、
介
護

給
付
費
も
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

委
員
会
で
は
、
今
後
も
、

保
険
料
の
上
昇
や
利
用
者
の

個
人
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ

う
に
、
適
正
な
運
用
チ
ェ
ッ

ク
を
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。

　

年
度
よ
り
サ
ー
ビ
ス
を
廃

１７止
し
ま
し
た
。

　

那
珂
市
菅
谷
の
上
菅
谷
駅

前
周
辺
を
市
街
地
と
し
て
整

備
し
て
い
ま
す
。
主
な
事
業

は
、
建
物
の
移
転
補
償
や
下

水
道
･
排
水
路
工
事
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　

那
珂
市
で
は
、
介
護
保
険

上
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要

と
し
て
い
る
市
民
に
対
し

て
、
民
間
で
は
、
不
足
し
て

い
る
サ
ー
ビ
ス
を
補
う
た
め

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
訪
問

入
浴
サ
ー
ビ
ス
は
、
民
間
事

業
者
の
充
実
に
よ
り
、
平
成

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
認
定
者
が
増
加

◆
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

特
別
会
計

民
間
で
不
足
す
る

　

サ
ー
ビ
ス
を

補
完
し
て
い
ま
す

◆
上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
特
別
会
計

　

上
菅
谷
駅
前
を都

市
整
備

合併により給水人口や決算額も増加

安全な配水のため努力しています

は
、
企
業
債
の
償
還
利
息
が

約　

億
円
な
ど
で
す
。
そ
の

１.４
結
果
、
当
年
度
純
利
益
は
、

約
６
千
万
円
の
黒
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

委
員
会
の
中
で
は
、
貸
借

対
照
表
の
、
資
本
金
の
中
に

約　

億
円
の
企
業
債
（
借
入

２７
金
）
が
含
ま
れ
て
お
り
、
高

金
利
で
借
り
入
れ
て
い
る
資

金
に
つ
い
て
、
低
利
に
借
換

え
て
は
ど
う
か
と
い
う
質
疑

が
あ
り
、
政
府
債
は
借
り
換

え
が
で
き
な
い
が
、
公
営
企

業
金
融
公
庫
債
は
、
高
金
利

対
策
と
し
て
、
要
件
を
満
た

せ
ば
借
り
換
え
が
で
き
る
の

で
、
要
件
を
満
た
す
場
合
は

借
り
換
え
を
実
施
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

��������	
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　平成１６年度那珂市介護保険特別会計（保険事業勘定） （単位：円）
歳出決算額歳出科目歳入決算額歳入科目

１８億１，３６３万保 険 給 付 費

５億８，４５１万支払基金交付金
４億７，４７９万国 庫 支 出 金
２億８，８１２万繰 入 金
２億８，７２８万介 護 保 険 料
２億２，９４５万県 支 出 金
５，４４４万繰 越 金

５，２８１万総 務 費
９２万そ の 他
１５万使用料及び手数料

９５万諸 支 出 金１０万諸 収 入
１８億６，７３９万歳出合計１９億１，９５１万歳入合計

  平成１６年度那珂市介護サービス事業特別会計 （単位：円）
歳出決算額歳出科目歳入決算額歳入科目
４，３６７万サービス事業費４，５７８万サ ー ビ ス 収 入
４５万総 務 費２８２万繰 越 金

４，４１２万歳出合計４，８６０万歳入合計

 平成１６年度那珂市上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計 （単位：円）
歳出決算額歳出科目歳入決算額歳入科目

２億７，０７７万区画整理事業費
８，３４５万国 庫 支 出 金
８，１２０万市 債
６，９６８万県 支 出 金

６５０万総 務 費４，７８２万繰 入 金
２１１万公 債 費５２６万繰 越 金

２億７，９３８万歳出合計２億８，７４１万歳入合計

平成１６年度那珂市水道事業実績
（Ｈ１６．４．１～Ｈ１７．３．３１）

水道事業損益計算書

営業収益 ９億４，１８２万円
営業費用 △７億６，３２６万円
営業外収益 ２，０７４万円
営業外費用 △１億４，０７６万円
特別損失 △１０１万円
当年度純利益 ５，７５３万円

貸 借 対 照 表

固定資産 ７２億４，０７１万円
流動資産 １０億３，８４８万円
資産合計 ８２億７，９１９万円

流動負債 ７，９４２万円
資本金 ５９億６，５８７万円
剰余金 ２２億３，３９０万円
負債資本合計 ８２億７，９１９万円

平成１６年度の主な実績

５５，７６８人給 水 人 口

１８，０４５戸給 水 戸 数

４，７７４，９１６m3年 間 総 配 水 量

１３，０８２m3１ 日 平 均 配 水 量

２３５リットル１人１日平均配水量
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前
回
協
議
し
た
内
容
に
加

え
て
、
県
内
各
市
に
お
け
る

財
政
規
模
・
行
政
面
積
等
の

資
料
に
よ
り
検
討
を
重
ね
ま

し
た
。

　

審
議
の
中
で
、
議
員
定
数

は
、
議
会
制
民
主
主
義
と
い

う
立
場
か
ら
、
慎
重
を
期
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

に
、
民
主
主
義
の
コ
ス
ト
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
も
重

要
で
あ
る
。
ま
た
、
最
近
合

併
を
し
て
議
員
定
数
を
定
め

た
市
な
ど
も
調
査
し
、
議
員

定
数
の
決
定
ま
で
の
経
過

や
、
住
民
の
考
え
方
や
ど
の

よ
う
な
意
見
が
あ
る
の
か
な

ど
の
意
見
交
換
を
行
う
必
要

も
あ
る
の
で
は
、
な
ど
の
意

見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。　

　

審
議
の
結
果
、
今
後
も
さ

ら
に
調
査
す
べ
き
も
の
と
し

て
継
続
審
査
と
決
定
し
ま
し

た
。

の
発
見
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

た
経
緯
が
あ
り
、
本
社
を
含

め
関
連
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対

象
を
拡
大
し
調
査
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
５
カ
所
の

事
業
所
に
お
い
て
６
種
類
の

核
燃
料
物
質
が
発
見
さ
れ

た
。
尾
去
沢
鉱
山
株
式
会
社

で
は
ガ
ラ
ス
瓶
２
本
に
入
っ

た
硝
酸
ウ
ラ
ニ
ル
３
８
０
グ

ラ
ム
が
発
見
さ
れ
た
。
１
本

に
つ
い
て
は
潮
解
が
著
し
い

た
め
、
那
珂
エ
ネ
ル
ギ
ー
開

発
研
究
所
に
持
ち
込
み
、
分

析
を
行
っ
た
。
分
析
後
は
、

同
研
究
所
の
管
理
区
域
内
に

保
管
し
て
い
る
。
も
う
１
本

は
、
現
在
鉛
シ
ー
ト
に
被
わ

れ
、
尾
去
沢
鉱
山
内
に
保
管

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
他
の
事
業
所
で

発
見
さ
れ
た
核
燃
料
物
質

を
、
核
燃
料
の
使
用
許
可
を

得
て
い
る
那
珂
エ
ネ
ル
ギ
ー

開
発
研
究
所
に
持
ち
込
み
、

有
効
に
利
用
し
た
い
の
で
那

珂
市
へ
の
持
ち
込
み
の
了
承

を
得
る
た
め
、
那
珂
市
の
執

行
部
へ
説
明
を
実
施
し
た
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

継続調査

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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継続調査

議員報酬の※は、合併後も、旧市町村議員の報酬を支給。その中の最高額を表示。
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未
管
理
核
燃
料
物
質
を
当
市

の
那
珂
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
研

究
所
で
有
効
に
活
用
し
た
い

調
査
事
項

１ 
議
員
定
数
に
関
す
る
事
項

２ 
そ
の
他
関
連
す
る
事
項

県
内
各
市
の
財
政
規
模
や
行
政
面
積
と

さ
ら
に
最
近
の
議
員
定
数
制
定
団
体
を
調
査
す
る

現議
員数

条例
定数

議員報酬
円／月

一般会計決算額
平成１５年度

面　積
（Km2）

人　口
H１２国調

市町村名

３３３３５９０，０００８４６億８，９３１万円２１７．４５２４６，７３９水 戸 市

４６３２５１０，０００５７４億３，０１６万円２２５．４５２０６，５８９日 立 市

２８２８４７０，０００４１４億８，４３８万円９９．０３１５１，６７３ひたちなか市

２６２６４１９，０００２２０億３，２１２万円７８．１９　７６，９２３龍 ヶ 崎 市

２２２２３９０，０００１８９億８，４８７万円５８．８９７３，２５８牛 久 市

２６２６３４２，０００１８４億０，９１４万円９２．９６６２，２８７鹿 嶋 市

６８２２３９５，０００２５６億３，１５２万円３７２．０１６１，８６９常 陸 太 田 市

２６２６３８０，０００１７１億１，１３８万円２１．００５８，７２７古 河 市

３６２６※４０５，０００１８４億９，７６６万円１２３．１８５８，６７３坂 東 市

３７２６３４５，０００１６９億５，６５３万円９７．８０５５，０６９那 珂 市

２４２４３８０，０００１７２億７，８５７万円６５．８４５２，７７４結 城 市

２４２４４０３，０００１５５億６，５５９万円５９．６０５２，５６８石 岡 市

２４２４３９１，０００１４５億１，７７１万円１８６．５５５１，５９３北 茨 城 市

６５２６３０２，０００１８７億５，２８１万円１７８．１２５１，２８４稲 敷 市

２０２０３６７，０００１７８億６，９５０万円３５．６３５０，３６２守 谷 市

７６１８※３０８，０００２２６億１，５８９万円３４８，３８４８，９６４常 陸 大 宮 市

隣接及び同人口規模の市の状況

調査事項

１ 住民の安全確保に関する事項

２ 周辺の環境保全に関する事項

３ 原子力安全協定に関する事項

４ 核融合研究施設に関する事項

５ その他関連する事項
　

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会

社
で
は
、
文
部
科
学
省
の
通

知
を
受
け
、
那
珂
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
研
究
所
で
の
点
検

を
実
施
し
、
自
社
及
び
関
連

会
社
で
未
管
理
核
燃
料
物
質

の
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
れ

ま
で
、
未
管
理
核
燃
料
物
質

５
事
業
所
で
６
種
類
の
未
管

理
核
燃
料
物
質
を
発
見

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会
社

等
関
連
事
業
所
の
未
管
理
核

燃
料
物
質
の
調
査
報
告

発見された未管理核燃料物質の
那珂市内研究施設への搬入を承認しない
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ら
ず
環
境
へ
の
影
響
も
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
説
明
を
受
け
、

当
特
別
委
員
会
で
は
、
原
子

力
施
設
に
つ
い
て
は
、
絶
え

ず
点
検
作
業
を
実
施
し
て
い

く
よ
う
に
と
の
意
見
が
だ
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
作
業
員

の
被
爆
の
件
は
、
プ
レ
ス
発

表
を
し
な
い
で
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
た
と
い
う
こ
と

だ
が
、
こ
れ
も
事
故
で
あ

り
、
こ
の
様
な
事
象
で
も
住

民
に
周
知
す
べ
き
事
柄
で
あ

り
、
プ
レ
ス
等
に
発
表
す
る

よ
う
に
と
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

那
珂
市
で
は
こ
れ
を
受
け

て
、
原
子
力
専
門
委
員
会
に

諮
り
、
運
搬
や
保
管
に
安
全

対
策
を
図
る
よ
う
に
意
見
が

出
さ
れ
た
が
、
特
に
問
題
は

な
い
と
い
う
見
解
を
得
ま
し

た
。
最
終
的
に
は
、
議
会
の

当
特
別
委
員
会
の
審
議
結
果

を
受
け
て
回
答
し
た
い
と
い

う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
特
別
委
員
会
で
の
審
議

で
は
、
な
ぜ
、
今
ま
で
核
燃

料
物
質
が
発
見
さ
れ
な
か
っ

た
の
か
、
管
理
体
制
が
不
十

分
で
あ
る
。
核
燃
料
物
質
が

認
識
の
な
い
ま
ま
保
管
さ
れ

て
き
た
こ
と
は
、
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
関

連
会
社
か
ら
の
発
見
と
は
い

え
、
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
の
管

理
体
制
に
疑
問
を
持
た
ざ
る

を
得
な
い
。
今
後
、
那
珂
エ

ネ
ル
ギ
ー
開
発
研
究
所
に
お

い
て
管
理
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
信
用
で
き
な
い
。

ま
た
、
発
見
さ
れ
た
一
部
を

市
の
承
諾
な
し
に
持
ち
込
み

分
析
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は

遺
憾
で
あ
る
。
文
部
科
学
省

が
、
尾
去
沢
鉱
山
株
式
会
社

が
核
燃
料
物
質
の
使
用
の
許

可
を
受
け
て
い
な
い
た
め
、

那
珂
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
研
究

所
で
の
分
析
を
指
示
し
た
こ

と
は
疑
問
で
あ
る
。
こ
う
し

た
こ
と
は
地
元
を
無
視
し
た

も
の
で
あ
り
、
今
後
明
確
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
の
意
見
を
集
約
し
た

結
果
、
原
子
力
に
関
し
て
放

射
線
障
害
防
止
法
な
ど
は
、

昭
和　

年
か
ら
す
で
に
で
き

３２

て
お
り
、
放
射
性
物
質
は
正

し
く
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
様
な
ズ
サ
ン
な

管
理
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と

は
受
け
入
れ
が
た
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
今
回
の
未

管
理
核
燃
料
物
質
の
持
ち
込

み
に
つ
い
て
は
反
対
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
当
委
員
会
と

し
て
は
了
承
し
な
い
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

　

原
子
力
の
事
故
等
４
件
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
原
子
炉
の
手
動

停
止
に
よ
る
も
の
３
件
、
作

業
員
の
被
爆
が
１
件
で
し

た
。
い
ず
れ
も
大
事
に
は
至

ズ
サ
ン
な
管
理
体
制
下
で
の

未
管
理
核
燃
料
物
質
の
当
市

へ
の
搬
入
は
承
認
し
な
い

軽
微
な
事
象
で
も
住
民
へ
の

周
知
を
す
べ
き

原
子
力
事
故
報
告
４
件

 伊  方 原子力発電所などを
い かた

調査視察しました

　

当
特
別
委
員
会
で
は
、
原

子
力
に
対
す
る
知
識
と
理
解

を
深
め
る
た
め
、
６
月　

日
２７

〜　

日
に
、
四
国
電
力
株
式

２９
会
社
伊
方
発
電
所
、
日
本
原

子
力
研
究
所
関
西
研
究
所
を

調
査
視
察
し
ま
し
た
。

　

伊
方
発
電
所
は
、
愛
媛
県

に
あ
る
原
子
力
発
電
所
で

す
。
昭
和　

年
か
ら
運
転
を

５２

開
始
し
て
お
り
、
３
基
の
原

子
炉
が
あ
り
ま
す
。
当
特
別

委
員
会
で
は
、
原
子
力
施
設

の
安
全
対
策
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
運
転
･
保

守
員
の
資
質
の
向
上
の
た

め
、
資
格
認
定
制
度
や
計
画

的
な
教
育
･
訓
練
を
実
施

し
て
い
る
。
厳
重
な
品
質

管
理
や
多
重
防
護
の
設
計

な
ど
を
し
て
い
る
と
の
事

で
し
た
。

　

大
型
放
射
光
施
設
（
ス
プ

リ
ン
グ
ー
８
）
は
、
兵
庫
県

に
あ
る
世
界
最
高
性
能
の
放

射
光
を
発
生
す
る
装
置
で

す
。
こ
こ
で
は
、
多
く
の
研

究
者
が
、　

世
紀
を
担
う
最

２１

先
端
の
様
々
な
分
野
の
研
究

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
原
子
力
の
安
全

で
有
効
な
利
用
を
望
む
も
の

で
あ
り
ま
す
。

６月２７日～６月２９日

��������	
��
���

▲日本原子力研究所関西研究所（兵庫県佐用郡作用町）
大型放射光施設（スプリング－８）の視察風景。
「日本原子力研究所」はH１７．１０．１より「独立行政法人日本原
子力研究開発機構」となりました。

原子力安全対策特別委員会調査視察場所

四国電力株式会社　伊方発電所

愛媛県西宇和郡伊方町
原子力発電所
加圧水型軽水炉３基により約２００万kWを発電
している。

所在地
概　要

日本原子力研究所　関西研究所

兵庫県佐用郡佐用町
大型放射光施設（スプリング－８）
この施設は、世界最高性能の放射光を発生し、
その光を利用して物理・科学・生物・医学・工学
など幅広い分野の研究を行う施設です。
放射光とは、ほぼ光速で直進する電子が、進行
方向を磁石などによって変えられた際に発生
する電磁波です。

所在地
概　要
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那
珂
市
内
の
道
路
の
現
状

や
整
備
状
況
を
把
握
す
る
た

め
に
、
午
前　

時
半
か
ら
、

１０

午
後
３
時
ま
で
、
整
備
予
定

の　

箇
所
の
路
線
に
つ
い
て

１５
現
地
調
査
を
し
ま
し
た
。

　

現
地
視
察
後
の
委
員
か
ら

の
主
な
意
見
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

道
路
整
備
は
、
緊
急
性
、

経
済
効
率
、
危
険
度
な
ど
を

十
分
考
慮
し
て
、
必
要
性
の

高
い
道
路
を
優
先
的
に
実
施

し
て
ほ
し
い
。

向
上
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
、

担
い
手
も
増
加
せ
ず
、
活
性

化
に
も
つ
な
が
ら
な
い
と
い

う
こ
と
か
ら
、
農
業
所
得
が

高
い
と
こ
ろ
の
実
態
調
査

と
、
Ｊ
Ａ
と
農
家
の
連
携
に

つ
い
て
、
ま
た
、
農
産
物
の

銘
柄
指
定
の
実
施
経
過
を
調

査
し
て
、
那
珂
市
で
で
き
る

と
こ
ろ
を
見
定
め
な
が
ら
、

委
員
会
の
中
で
精
査
し
て
調

査
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
採
決
の
結
果
、
全
員
異

議
な
く
継
続
調
査
と
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

�
�
�
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生
活
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

▲今後整備予定の道路を現地調査しました
　（７月２８日瓜連地内）

活力ある町づくりについて

継続調査

継続調査

　

今
回
の
委
員
会
は
、
前
回

の
現
地
視
察
等
を
踏
ま
え
、

ハ
ー
ド
面
の
基
盤
整
備
は
勿

論
、
担
い
手
を
含
め
た
ソ
フ

ト
面
も
大
切
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
今
後
の
具
体
的
な

進
め
方
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

那
珂
市
で
は
農
地
の
借
り

手
が
１
割
に
も
達
し
て
い
な

い
こ
と
や
、
畑
作
の
作
付
け

と
収
益
性
に
つ
い
て
、
ま
た

農
業
就
業
者
が
減
少
し
て
高

齢
化
に
な
っ
て
い
る
こ
と
等

の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

協
議
の
結
果
、
今
後
の
進

め
方
と
し
て
、
農
業
所
得
の

�������

農業経営などについて
精査、調査していく

　

道
路
整
備
の
要
望
を
審
査

す
る
道
路
整
備
審
査
会
に
お

い
て
は
、
全
員
で
現
場
を
視

察
し
て
、
き
ち
ん
と
優
先
順

位
、
経
済
的
効
果
、
投
資
効

果
に
つ
い
て
説
得
力
の
あ
る

基
準
を
作
成
し
、
判
断
を
し

て
、
採
択
・
不
採
択
を
決
定

し
て
ほ
し
い
。

　

狭
隘
道
路
用
地
の
寄
付
行

為
に
つ
い
て
、
あ
た
か
も
用

地
を
寄
付
す
れ
ば
何
も
か
も

整
備
す
る
と
い
う
よ
う
な
誤

解
を
招
か
な
い
よ
う
な
基
準

の
見
直
し
を
お
願
い
し
た
い
。

　

市
街
化
区
域
と
調
整
区
域

の
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、

同
じ
扱
い
で
は
な
く
て
区
分

を
し
て
ほ
し
い
。

　

必
要
性
、
緊
急
性
の
あ
る

も
の
は
、
予
算
が
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
防
塵
舗
装
な
ど
の

簡
易
舗
装
で
も
整
備
を
優
先

し
て
や
る
な
ど
の
方
法
も
取

り
入
れ
て
ほ
し
い
、
な
ど
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
と
し
ま
し
て

は
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
委
員

の
意
見
を
集
約
し
ま
し
て
、

生
活
道
路
整
備
に
つ
い
て
の

提
言
を
ま
と
め
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
、
採
決
の
結
果
、

継
続
調
査
と
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

整
備
予
定
の
道
路
を
視
察

必
要
性
の
高
い
道
路
を

優
先
的
に
整
備
す
べ
き
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◆勝村　晃夫　議員
１．観光行政について

◆雨川　和幸　議員
１．指定管理者制度への移行について
２．県推進の「まちづくり特例市」について
３．土地開発公社の管理運営について
４．ＩＴＥＲ今後の対応について
５．アスベスト対策について

◆君嶋　寿男　議員
１．瓜連中学校の施設再配置について

◆小田倉　義治　議員
１．新市の防災について

◆海野　　徹　議員
１．那珂市における新たな福祉交通システムに

ついて
２．道路管理上のいくつかの問題について

◆石川　利秋　議員
１．アスベストによる健康障害防止対策につい

て

◆先�　　光　議員
１．教科書選定について
２．青少年の健全育成について
３．市政懇談会について
４．通学路等の除草について

◆根本　慎一　議員
１．公共施設等におけるアスベスト使用現状と

安全対策について
２．教育委員会事務局業務について

◆木村　静枝　議員
１．アスベスト対策について
２．住宅リフォーム制度について

◆蝦名　純子　議員
１．市政懇談会について
２．次世代育成支援対策行動計画について
３．循環型社会の構築にむけて

◆岩上　昌和　議員
１．区の役割と限界について
２．公民館活動について

◆小沼　博恭　議員
１．祝祭日のごみ収集について
２．市立図書館進捗状況
３．福祉と介護について

◆會澤　貞美　議員
１．下菅谷まちづくり事業について
２．瓜連駅前地区まちづくり事業について

◆遠藤　　実　議員
１．行政評価制度について
２．高齢者の法的保護対策について



那珂市 議会だより １２

��������

▲古徳沼

　

毎
年
白
鳥
が
飛
来

す
る
古
徳
沼
で
す

が
、
水
の
透
明
度
が
悪
化
し

て
お
り
ま
す
。
農
業
用
た
め

池
と
し
て
の
機
能
が
低
下
し

て
い
る
中
、
白
鳥
の
飛
来

シ
ー
ズ
ン
と
も
な
れ
ば
多
く

の
観
光
客
が
関
東
一
円
か
ら

訪
れ
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
周
辺
を
散

策
す
る
方
が
、
た
く
さ
ん
お

り
ま
す
。
訪
れ
る
皆
さ
ん

����
１．観光行政について

は
、
水
の
透
明
度
の
悪
化
に

心
を
痛
め
て
お
り
ま
す
。
那

珂
市
の
西
部
地
区
は
自
然
環

境
ゾ
ー
ン
と
し
て
、
自
然
環

境
の
保
全
と
活
用
を
図
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
お
り
、
水

の
透
明
度
を
高
め
、
心
を
い

や
さ
れ
る
場
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
、
改
善
策
を
講
じ
る

よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

経
済
環
境
部
長　

農
業
用
た
め
池
と
し

て
の
受
益
地
が
少
な
い
こ
と

か
ら
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
な
ど

の
事
業
は
困
難
で
あ
る
が
、

水
質
悪
化
の
原
因
の
究
明
を

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
、

今
後
、
原
因
調
査
を
す
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

月
か
ら
３
月
に

１１
か
け
て
は
、
白
鳥
を

見
に
来
る
観
光
客
の
車
両
が

古
徳
沼
周
辺
に
駐
車
を
し
て

通
行
の
支
障
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
冨
士
霊
園
へ
の
墓
参

の
方
、
古
徳
沼
周
辺
の
散
歩

を
す
る
方
や
平
野
台
団
地
の

方
な
ど
近
年
は
通
行
量
が
多

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
現

在
、
市
営
駐
車
場
を
利
用
し

て
い
た
だ
く
よ
う
看
板
を
設

置
し
て
あ
り
ま
す
が
小
さ
く

て
見
え
に
く
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。　

月
か
ら
３

１１

月
迄
の
期
間
で
も
駐
車
禁
止

等
の
規
制
が
で
き
な
い
か
、

交
通
事
故
防
止
の
為
に
対
応

を
望
み
ま
す
。

　

経
済
環
境
部
長　

駐
車
禁
止
の
規
制

は
、
主
要
幹
線
道
路
で
バ
ス

路
線
や
学
校
が
あ
る
場
合
等

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

規
制
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
現

在
の
看
板
よ
り
大
き
な
看
板

を
設
置
し
ま
す
。

�

�

�

�

水
質
悪
化
の
原
因
を
調
査
す
る

古
徳
沼
の
水
質
浄
化
に
つ
い
て
対
応
は

大
き
な
看
板
を
設
置
す
る

古
徳
沼
周
辺
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

▲古徳沼の近くにある駐車場

���� ��
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指
定
管
理
者
制
度

は
地
方
自
治
法
の
改

正
に
よ
り
新
た
に
創
設
さ
れ

た
制
度
で
す
。
従
来
の
委
託

管
理
制
度
を
実
施
し
て
い
る

公
の
施
設
は
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
鴻
巣
駅
ふ
れ
あ

い
駅
舎
、
し
ど
り
の
里
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
、
平

成　

年
９
月
ま
で
に
新
制
度

１８
に
移
行
す
る
か
、
直
営
か
に

決
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
公
の
施
設
は
現

在　

ケ
所
あ
り
指
定
管
理
者

６５
制
度
の
検
討
対
象
施
設
は　
４３

ケ
所
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
指
定
管
理
者
制
度
は
、
施

設
の
管
理
運
営
の
権
限
ま
で

委
任
さ
れ
ま
す
の
で
、
民
間

事
業
者
に
対
し
適
正
公
平
な

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
は

か
ら
れ
る
よ
う
対
処
し
、
導

入
さ
れ
ま
す
よ
う
要
望
い
た

し
ま
す
。

　

市
長　

議
員
が

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り

住
民
の
多
様
化
す
る
要
望
に

効
果
的
、
効
率
的
対
応
す
る

た
め
、
公
の
施
設
の
管
理
に

民
間
の
能
力
を
活
用
す
る

「
指
定
管
理
者
制
度
」
は
、
よ

り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

経
費
の
削
減
が
は
か
ら
れ
同

制
度
を
充
分
検
討
し
導
入
し

て
参
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に

考
え
て
お
り
ま
す
。

▲総合保健福祉センター「ひだまり」

　

い
ま
少
子
高
齢
化

人
口
減
時
代
を
控
え

て
行
政
も
厳
し
い
財
政
難
の

状
況
で
す
。
総
務
省
か
ら
も

行
政
改
革
指
針
と
し
て
、
土

地
開
発
公
社
を
は
じ
め
と
す

る
関
連
地
方
公
社
の
経
営
健

全
化
業
務
の
適
正
化
が
指
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら

県
内
の
土
地
開
発
公
社
は
、

ひ
と
つ
の
時
代
の
役
割
を
終

え
た
組
織
で
、
そ
の
必
要
性

は
ま
っ
た
く
な
い
と
認
識
さ

れ
、
こ
の
近
く
で
は
東
海
村

を
は
じ
め
旧
御
前
山
村
、
旧

瓜
連
町
も
解
散
し
ま
し
た
。

県
内　

公
社
の
う
ち
平
成　

４４

１７

年
度
末
に
は
半
分
の　

公
社

２２

が
解
散
さ
れ
ま
す
。

　

行
政
改
革
の
一
環
と
し
て

那
珂
市
で
も
土
地
開
発
公
社

を
廃
止
解
散
し
て
は
ど
う

か
。

　

建
設
部
長　

行
革

の
一
環
と
し
て
土
地

開
発
公
社
を
廃
止
し
て
は
ど

う
か
と
い
う
ご
質
問
で
す

が
、
た
し
か
に
県
内
で
も

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
公
共
事
業
が
少
な
く

な
っ
た
こ
と
や
、
合
併
に

よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
こ
と
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
本
市
の
場

合
、
道
路
行
政
を
推
進
す
る

う
え
で
必
要
で
あ
り
、
現
行

ど
お
り
と
い
た
し
ま
す
。

��������

�

� 指
定
管
理
者
制
度
を
充
分
検
討
し
導
入
し
た
い

施
設
管
理
に「
指
定
管
理
者
制
度
」を
導
入
し
て
は

道
路
行
政
を
進
め
る
た
め
継
続
し
た
い

土
地
開
発
公
社
は
廃
止
、
解
散
し
て
は
ど
う
か

�

�

����
１．指定管理者制度への移行について
２．県推進の「まちづくり特例市」に
ついて

３．土地開発公社の管理運営について
４．ITER今後の対応について
５．アスベスト対策について

▲那珂市の土地開発公社は、道路等建設予定地の土地を先行
取得するための事業を実施しています。 ���� ��
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▲瓜連中学校

　

私
は
、
３
月
の
一

般
質
問
に
お
い
て
、

瓜
連
中
学
校
舎
、
屋
内
運
動

場
の
老
朽
化
や
安
全
対
策
に

つ
い
て
質
問
し
た
際
に
、
平

成　

年
に
は
建
設
委
員
会
を

１７
立
ち
上
げ
る
と
答
弁
を
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
ど

の
よ
う
な
経
過
で
進
ん
で
お

り
ま
す
か
。
ま
た
建
設
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ど
の
よ

う
な
方
で
す
か
。
要
望
等
が

行
き
届
く
た
め
に
も
、
学
校

����
１．瓜連中学校の施設再配置

について

側
の
委
員
の
方
へ
の
配
慮
も

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
年

度
予
算
、
委
託
費
と
し
て
、

３
０
０
万
が
測
量
費
、
地
質

調
査
費
と
し
て
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
い
つ
頃
行
う
予

定
か
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

　

教
育
次
長　

建
設

委
員
会
で
す
が
、
本

年
９
月
２
日
に
市
立
小
中
学

校
建
設
準
備
委
員
会
を
開
催

し
、
当
校
舎
に
つ
い
て
の
検

討
を
現
在
進
め
て
お
り
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
は
、
助
役
を

委
員
長
と
し
て
、
各
部
署
の

代
表
の
方
々
、
ま
た
学
校
側

の
代
表
と
し
て
瓜
連
中
学
校

長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
も
委
員
と

し
て
委
嘱
し
て
お
り
ま
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
今
年
度

中
に
基
本
計
画
を
策
定
し
、

基
本
方
針
を
決
め
て
、
近
く

現
況
測
量
等
を
行
う
予
定
で

す
。

　

今
、
テ
レ
ビ
、
マ

ス
コ
ミ
等
で
も
話
題

に
な
っ
て
お
り
ま
す
「
ア
ス

ベ
ス
ト
」
で
す
が
、
瓜
連
中

学
校
の
現
在
の
校
舎
等
で
の

使
用
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
結
果
が
で
て
お
り
ま
す

か
。

　

今
後
、
再
配
置
や
校
舎
、

体
育
館
な
ど
の
改
築
を
す
る

場
合
に
は
、
必
ず
解
体
が
行

わ
れ
ま
す
。
や
は
り
生
徒
が

い
る
中
で
の
解
体
は
避
け

て
、
安
全
性
を
持
っ
た
処
理

の
仕
方
で
、
十
分
注
意
を
し

て
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
学
校
関
係
、
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
過
ご
せ
る
場

と
し
て
、
危
険
の
な
い
環

境
、
そ
し
て
、
き
ち
ん
と
し

た
配
置
の
で
き
る
建
設
計
画

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
こ

と
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

教
育
次
長　

文
部

省
か
ら
の
通
達
に
よ

り
ま
す
調
査
対
象
と
な
っ
た

も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現

在
の
校
舎
、
体
育
館
の
建
築

物
に
は
ア
ス
ベ
ス
ト
は
使
用

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

解
体
の
処
理
に
つ
き
ま
し

て
は
、
関
係
法
令
を
準
拠

し
、
適
切
に
処
理
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

�

�

�

今
年
度
中
に
基
本
計
画
を
策
定
し
進
め
て
い
き
ま
す

瓜
連
中
学
校
の
施
設
再
配
置
計
画
の
進
行
状
況
は

関
係
法
令
を
準
拠
し
、
適
切
に
処
理
を
行
い
ま
す

ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
と
解
体
の
際
の
処
理
に
つ
い
て ���� ��

▲
厚
生
労
働
省
の
石
綿
障
害
予
防
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
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最
近
、
震
度
６
強

程
度
の
地
震
が
頻
発

し
て
お
り
ま
す
が
、
阪
神
淡

路
大
震
災
は
、
大
規
模
災
害

に
お
け
る
公
の
消
防
防
火
体

制
の
機
能
の
限
界
を
示
し
た

災
害
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
災
害
に
お
い
て
、
消
防
な

ど
の
公
的
機
関
が
発
生
直
後

に
多
数
の
被
災
者
に
対
し
迅

速
に
対
応
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
り
、
発
生
直
後
の
人
命

救
助
や
、
初
期
消
火
は
地
元

住
民
の
力
に
頼
る
こ
と
が
多

か
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
と

わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
点
か
ら
、
地
域
防
災
組
織

（
自
主
防
災
組
織
）
の
設
置

や
、
県
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い

る
地
域
防
災
協
力
員
を
活
用

し
て
対
応
に
あ
た
っ
て
は
い

か
が
な
も
の
か
お
伺
い
い
た

し
ま
す
。

　

経
済
環
境
部
長　

災
害
か
ら
市
を
守
る

の
は
行
政
に
頼
る
だ
け
で
な

く
、
自
分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
る
と
い
う
こ
と

は
非
常
に
重
要
で
す
。
市
で

は
、
各
地
域
に
自
主
防
災
組

織
の
設
立
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
。
ま
た
、
地
域
防
災
協

力
員
に
つ
い
て
も
今
後
検
討

し
て
、
防
災
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

自
然
災
害
、
原
子

力
災
害
と
い
っ
た
特

例
な
災
害
を
含
め
た
防
災
危

機
管
理
体
制
の
強
化
の
充
実

は
、
国
、
県
、
市
町
村
の
大

き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
言

う
ま
で
も
な
く
、
起
き
て
し

ま
っ
て
か
ら
の
対
応
も
重
要

で
あ
り
ま
す
が
、
起
き
る
前

の
安
全
対
策
が
よ
り
重
要
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
終
わ
り

な
き
災
害
被
害
に
対
し
て
、

現
実
の
実
現
可
能
な
政
策
、

何
を
も
っ
て
防
災
と
云
う
の

か
、
現
在
進
め
て
お
ら
れ
る

那
珂
市
地
域
防
災
計
画
策
定

に
あ
た
っ
て
の
、
市
の
考
え

を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　

市
長　

昨
年
か
ら

今
年
に
か
け
て
自
然

災
害
が
多
発
し
て
お
り
、
住

民
の
皆
様
に
は
大
変
不
安
に

思
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
こ
う
し
た
不
安
に
応
え

る
た
め
、
現
在
地
域
防
災
計

画
を
策
定
中
で
あ
り
、
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
努
力
を
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

�

� 地
域
住
民
、
防
災
協
力
員
を
活
用
し
た
体
制
づ
く
り

地
域
防
災
協
力
員
を
活
用
し
て
の
防
災
体
制
づ
く
り

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

那
珂
市
防
災
計
画
の
作
成
に
あ
た
っ
て

�

�

▲原子力防災訓練　中央公民館（H１７．９．３０）

▲災害はいつ発生するかわかりません ����� ��



那珂市 議会だより １６

����
１．那珂市における新たな福

祉交通システムについて
２．道路管理上のいくつかの

問題について

��������

▲那珂市福祉循環バス

　

現
行
の
福
祉
バ
ス

は
、
高
齢
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
開
設
を
き
っ
か
け
に

運
行
さ
れ
、　

年
以
上
の
歳

１０

月
が
流
れ
ま
し
た
。
ル
ー
ト

や
運
行
方
法
を
変
え
な
が

ら
、
多
く
の
方
々
に
利
用
さ

れ
、
初
期
の
目
的
を
果
た
し

て
き
た
と
評
価
し
た
い
。
し

か
し
、
一
方
で
乗
車
人
数
が

少
な
く
、
空
気
を
運
ん
で
い

る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
も
事

実
で
あ
り
ま
す
。
運
行
当
初

と
比
較
し
て
、
最
近
５
年
間

の
運
行
状
況
と
政
策
評
価
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

保
健
福
祉
部
長　

コ
ー
ス
別
の
１
日
利

用
平
均
は　

･
９
〜　

･
４

１１

３３

人
、
１
台
の
平
均
利
用
は　
３.２

〜　

人
で
、
誰
も
乗
車
し
な

６.４
い
空
車
率
は　

％
で
す
。
昨

５.２

年
度
経
費
は
約
２
２
０
０
万

円
で
利
用
者
は
約
３
万
人
と

な
り
、
一
人
当
た
り
７
４
８

円
と
な
り
ま
す
。
利
用
者
も

増
加
し
て
お
り
今
後
も
可
能

性
は
あ
り
ま
す
。
政
策
評
価

に
つ
い
て
は
、
交
通
弱
者
の

利
便
性
を
考
慮
し
、
運
行
回

数
に
十
分
と
言
え
な
い
部
分

も
あ
る
が
、
定
着
化
と
増
加

傾
向
を
考
慮
す
れ
ば
、
一
定

の
評
価
は
で
き
る
と
考
え
ま

す
。

　

全
国
の
自
治
体
で

は
そ
の
地
域
の
特
性

に
ふ
さ
わ
し
い
形
態
で
、
交

通
弱
者
と
い
わ
れ
る
方
々
に

交
通
手
段
を
提
供
す
る
施
策

が
模
索
さ
れ
て
い
ま
す
。
隣

接
す
る
東
海
村
で
は
、
デ
マ

ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
を
運
行

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
１

回
２
０
０
円
程
度
の
有
料
と

な
る
が
村
内
の
ど
こ
へ
で
も

利
用
の　

分
前
に
予
約
セ
ン

３０

タ
ー
へ
申
し
込
み
を
す
る

と
、　

分
以
内
に
送
迎
で
き

３０

る
よ
う
シ
ス
テ
ム
設
計
さ
れ

て
い
る
。
利
用
年
齢
等
に
制

限
が
あ
る
こ
と
、
有
料
と
い

う
こ
と
も
あ
る
が
、
ル
ー
ト

バ
ス
運
行
と
同
額
程
度
と
予

想
さ
れ
、
利
便
性
、
満
足
度

は
飛
躍
的
に
向
上
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
オ
ン
デ
マ

ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
の
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
導
入
す

る
準
備
を
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

　

市
長　

希
望
す
る

時
間
に
バ
ス
で
あ
れ

ば
最
寄
の
バ
ス
停
で
、
タ
ク

シ
ー
で
あ
れ
ば
庭
先
ま
で

と
、
大
変
便
利
な
シ
ス
テ
ム

と
考
え
ま
す
。
多
く
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
有
料
、
無

料
も
含
め
て
見
直
し
を
行

い
、
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
シ

ス
テ
ム
を
決
め
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

�

�

�

�

利
用
者
の
定
着
化
、
増
加
傾
向
で
一
定
評
価
す
る

福
祉
バ
ス
の
運
行
状
況
と
政
策
評
価
を
伺
い
た
い

意
見
を
聞
き
、
見
直
し
を
行
い
、
決
定
し
た
い

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
導
入
の
考
え
は

▲交通弱者のためにタクシーの利用助成を

���� ��



１７ 那珂市 議会だより
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１．アスベストによる健康障
害防止対策について

　

昭
和　

年
に
石
綿

５０

吹
付
け
が
禁
止
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
昭
和　

年
に
木
崎
浄
水

５７

場
建
設
に
当
た
り
人
命
に
極

め
て
重
大
な
影
響
を
与
え
か

ね
な
い
状
況
下
に
お
い
て
、

何
故
、
石
綿
吹
き
付
け
を

行
っ
た
の
か
。
ま
た
、
浄
水

場
に
お
い
て
は
水
道
担
当
者

が
施
設
管
理
を　

時
間
体
制

２４

で
行
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
小

学
校
の
児
童
等
が
社
会
科
の

授
業
で
２
ヶ
月
間
に
約
２
４

０
名
が
訪
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
ア
ス
ベ
ス
ト

に
よ
る
傷
害
防
止
対
策
が
図

ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
浄
水

場
は
市
民
生
活
に
一
日
足
り

と
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

施
設
で
あ
り
ま
す
。
早
急
に

ア
ス
ベ
ス
ト
の
分
析
と
撤
去

工
事
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

上
下
水
道
部
長　

小
学
校
の
児
童
等
の

施
設
見
学
で
は
、
屋
内
は

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開
け
て
外
か

ら
ポ
ン
プ
室
等
を
見
せ
て
お

り
、
外
で
説
明
し
て
い
ま

す
。
子
供
た
ち
の
健
康
被
害

に
つ
い
て
は
可
能
性
は
低
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
石
綿
含
有
量
分

析
の
結
果
を
見
て
ア
ス
ベ
ス

ト
の
撤
去
を
含
め
て
適
切
に

対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▲木崎浄水場のポンプ室

　

旧
那
珂
町
に
お
け

る
石
綿
セ
メ
ン
ト
管

の
更
新
実
績
は　

･
２　

、

３５

km

ま
た
更
新
に
伴
っ
て
撤
去
さ

れ
た
石
綿
管
は
約　
　

、　
７.７
km

２８

％
で
あ
り
ま
す
。
埋
め
殺
し

さ
れ
た
負
の
遺
産
で
あ
る
石

綿
管
は
、
撤
去
す
る
べ
き
で

す
。
特
に
民
有
地
を
借
地
し

て
埋
設
さ
れ
た
石
綿
管
に
つ

い
て
は
、
財
政
が
厳
し
い
か

ら
と
先
送
り
せ
ず
更
新
事
業

に
併
せ
て
撤
去
を
行
う
べ
き

で
す
。
ま
た
、
中
皮
種
症
の

潜
伏
期
間
は　

年
か
ら　

年

３０

４０

で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
水
道

事
業
者
、
自
治
体
の
水
道
担

当
者
に
症
状
が
出
る
の
で
は

な
い
か
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
水
道
担

当
職
員
等
退
職
者
も
含
め
た

実
態
調
査
を
図
る
等
、
市
民

の
安
心
と
安
全
を
守
る
た
め

万
全
の
体
制
で
取
り
組
む
べ

き
で
す
。

　

上
下
水
道
部
長　

民
有
地
の
石
綿
管
に

つ
い
て
は
、
撤
去
と
い
う
こ

と
で
適
正
に
処
分
す
る
考
え

で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
職

員
等
の
健
康
実
態
調
査
に
つ

い
て
は
、
議
員
ご
指
摘
の
と

お
り
だ
と
思
い
ま
す
。
水
道

に
従
事
し
た
職
員
に
つ
い
て

は
前
向
き
に
考
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

�

� 撤
去
を
含
め
て
適
切
に
対
処
し
て
い
く

石
綿
含
有
量
の
分
析
と
撤
去
工
事
を
早
急
に

適
正
な
処
分
と
健
康
の
実
態
調
査
を
考
え
て
い
く

負
の
遺
産
で
あ
る
石
綿
管
の
撤
去
と
実
態
調
査
を

�

�

▲水道工事（中台地区） ���� ��



那珂市 議会だより １８
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１．教科書選定について
２．青少年の健全育成につい

て
３．市政懇談会について
４．通学路等の除草について

　

今
年
は
４
年
に
１

度
の
小
中
学
校
で
使

用
さ
れ
る
教
科
書
採
択
の
年

で
し
た
。
教
科
書
は
子
供
の

学
習
に
非
常
に
重
要
で
あ

り
、
採
択
に
不
当
な
圧
力
が

か
か
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
平
成　

年　

月

１５

１０

に
は
三
重
県
尾
鷲
市
で
贈
収

賄
事
件
が
発
生
し
教
育
長
、

書
籍
会
社
員
な
ど
５
名
が
逮

捕
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
大

田
原
市
で
採
択
し
た
歴
史
教

科
書
指
定
を
止
め
な
け
れ

ば
、
子
供
た
ち
を
次
々
殺
す

内
容
の
脅
迫
事
件
が
発
生
し

ま
し
た
。
本
市
が
所
属
す
る

第
３
採
択
協
議
会
で
は
ど
の

様
な
審
議
が
さ
れ
た
の
か
。

ま
た
、
自
虐
史
観
に
満
ち
た

歴
史
教
科
書
が
多
い
中
で
、

大
洗
町
教
育
委
員
会
が
日
本

の
歴
史
に
光
を
与
え
、
子
供

た
ち
に
未
来
へ
の
夢
を
育
む

こ
と
の
で
き
る
歴
史
教
科
書

を
支
持
し
、
異
例
の
反
対
を

し
た
が
、
地
方
分
権
の
中
で

教
科
書
採
択
の
あ
り
方
に
つ

い
て
の
所
見
は
ど
う
か
。

　

教
育
長　

第
３
採

択
協
議
会
で
は
民
主

的
に
公
平
、
公
正
に
採
択
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
教
科
書
採

択
は
最
も
重
要
な
仕
事
の
一

つ
で
あ
り
、
今
後
も
検
討
、

研
究
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　

高
校
生
会
を
中
心

と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
は
キ
ャ
ン
ビ
ー
な

ど
の
グ
ル
ー
プ
が
活
躍
し
て

い
る
が
、
社
会
教
育
と
い
う

観
点
か
ら
高
校
生
会
の
育
成

に
つ
い
て
ど
う
取
り
組
む
の

か
。

　

ま
た
、
子
ど
も
会
活
動
に

つ
い
て
、
８
月
に
大
好
き
子

ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
８
・
８
大

会
が
県
レ
ベ
ル
で
開
か
れ
ま

し
た
が
、
那
珂
市
か
ら
は
昨

年
に
引
き
続
き
参
加
者
ゼ
ロ

で
し
た
。
東
海
村
８
名
、
常

陸
大
宮
市
９
名
と
近
隣
か
ら

も
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
子

ど
も
会
活
動
活
性
化
の
た
め

計
画
的
に
派
遣
し
て
は
ど
う

か
。

　

教
育
次
長　

高
校

生
会
に
つ
い
て
広
報

紙
等
で
会
員
を
募
っ
て
み
た

り
、
ま
た
市
内
の
２
高
校
へ

呼
び
か
け
、
高
校
生
会
活
動

に
興
味
･
関
心
の
あ
る
生
徒

を
集
め
組
織
づ
く
り
を
進
め

る
計
画
で
す
。

　

教
育
長　

子
供
会
活
動
で

は
、
ま
ず
子
ど
も
会
育
成
会

充
実
の
た
め
の
支
援
を
し
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
講
習
会
、
リ
ー

ダ
ー
養
成
の
場
に
は
参
加
を

一
層
奨
励
し
て
い
き
ま
す
。

�

�

�

�

適
正
、
公
正
に
子
ど
も
た
ち
の
学
習
に
役
立
つ
も
の
を

教
科
書
選
定
に
つ
い
て

積
極
的
に
啓
蒙
し
、
活
動
の
充
実
に
努
め
た
い

高
校
生
会
、
子
ど
も
会
の
育
成
に
つ
い
て

▲２００５大好き子ども会リーダー８･８大会
　（白浜少年自然の家　行方市（旧麻生町））
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１９ 那珂市 議会だより

　

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

が
大
々
的
に
報
道
さ

れ
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
政
府
も
反
省
し
て
い
る

が
国
の
対
応
の
遅
さ
が
問
題

を
拡
大
さ
せ
た
。
国
の
甘

さ
、
省
庁
間
の
連
携
な
し
、

縦
割
り
社
会
が
生
ん
だ
問
題

で
も
あ
る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
調

査
は
そ
の
影
響
か
ら
確
実
性

が
求
め
ら
れ
る
。
環
境
省
の

手
順
書
は
良
く
出
来
て
お
り

参
考
に
な
る
。
子
供
達
の
学

校
や
公
共
施
設
で
の
使
用
状

況
調
査
に
は
多
く
の
市
民
・

保
護
者
が
関
心
を
持
っ
て
い

る
。
結
果
は
今
後
の
管
理
や

子
供
達
の
安
全
確
保
、
解
体

等
処
分
時
の
安
全
対
策
に
有

効
に
使
う
べ
き
だ
。
今
後
も

今
回
同
様
、
役
所
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
。

　

総
務
部
長　

調
査

に
は
議
員
指
摘
の
手

順
書
等
を
基
に
作
成
し
た
資

料
を
使
っ
て
い
る
。
調
査
の

結
果
、
学
校
施
設
で
は
ア
ス

ベ
ス
ト
吹
付
け
材
等
は
使
用

し
て
い
な
い
。
上
水
道
の
取

水
場
と
浄
水
場
で
発
見
し
た

が
拡
散
の
恐
れ
が
無
い
こ
と

を
確
認
し
た
。

　

教
育
次
長　

調
査
結
果
は

万
一
、
１
％
以
下
の
含
有
率

で
あ
っ
て
も
子
供
達
や
市

民
、
今
後
の
解
体
時
等
の
安

全
対
策
に
使
っ
て
い
く
。

▲自治体向けの石綿建築物の把握手順書

　

教
育
長
は
委
員
会

の
改
革
と
し
て
、
ま

ず
開
催
規
模
を
大
幅
縮
小

し
、
効
率
的
な
委
員
会
運
営

を
図
っ
た
。
行
政
改
革
で
も

あ
り
感
謝
し
た
い
。
改
正
法

の
趣
旨
に
則
り
学
校
情
報
が

公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
引
き

続
き
、
市
民
に
身
近
な
教
育

委
員
会
と
な
る
よ
う
な
公
開

も
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

子
供
達
に
も
競
争
力
が
必
要

と
の
方
針
を
受
け
、
小
中
学

生
の
学
力
向
上
策
と
し
て
全

国
学
力
テ
ス
ト
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。
基
礎
的
な
教
科
の

学
力
向
上
や
少
人
数
ク
ラ
ス

が
好
ま
し
い
こ
と
は
国
の
調

査
で
明
確
と
な
っ
た
。
こ
れ

ら
の
動
き
を
当
市
教
育
行
政

に
結
び
つ
け
る
た
め
の
準
備

に
入
る
べ
き
で
あ
る
。

　

教
育
長　

引
き
続

き
委
員
会
会
議
内
容

の
充
実
と
活
性
化
を
図
っ
て

い
く
。　

　

教
育
次
長　

現
在
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
直
し
地
域
住

民
の
立
場
に
立
っ
た
公
開
、

委
員
会
の
紹
介
と
各
種
案
内

な
ど
含
む
公
開
と
し
た
い
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
は
児
童
生

徒
の
学
力
把
握
と
学
力
向
上

策
に
活
か
せ
る
よ
う
取
り
組

み
た
い
。
少
人
数
学
級
は
き

め
細
か
な
教
育
と
の
観
点
で

好
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

�

� 幸
い
に
も
市
民
・
児
童
・
生
徒
へ
の
心
配
は
な
い

学
校
や
公
共
施
設
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
は
！

教
育
効
果
の
向
上
と
充
実
・
活
性
化
を
進
め
た
い

教
育
委
員
会
、
学
校
教
育
の
改
革
を
！

�

�

▲教育委員会が開催されている那珂市役所瓜連支所

��������

����
１．公共施設等におけるアス

ベスト使用現状と安全対
策について

２．教育委員会事務局業務に
ついて

���� ��



那珂市 議会だより ２０

　
「
今
後　

年
間
に

４０

　

万
人
の
ア
ス
ベ
ス

１０

ト
に
よ
る
死
者
が
出
る
」
と

い
う
研
究
者
の
説
も
あ
り
、

地
方
自
治
体
と
し
て
も
長
期

の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

国
の
調
査
に
よ
る
と
那
珂
市

は
水
道
浄
化
施
設
以
外
は
ア

ス
ベ
ス
ト
が
使
わ
れ
て
い
な

い
と
い
う
結
果
で
あ
る
が
、

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
に
つ

い
て
も
、
き
ち
ん
と
調
査
す

る
よ
う
国
に
求
め
て
ほ
し

い
。　　

年
か
ら
水
道
の
ア

９５

ス
ベ
ス
ト
管
を
切
断
す
る

時
、
呼
吸
用
の
防
護
具
、
保

護
衣
の
使
用
を
義
務
づ
け
て

い
る
が
、
守
ら
れ
て
い
る

か
、
ま
た
市
民
の
不
安
に
ど

う
応
え
る
の
か
。

　

総
務
部
長　

現
在

の
調
査
は
ア
ス
ベ
ス

ト
吹
き
付
け
を
対
象
と
し
た

も
の
で
、
細
か
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
国
の
方
で
９
月
ま

で
に
検
討
す
る
と
の
こ
と
な

の
で
、
そ
の
指
針
が
示
さ
れ

た
時
対
応
し
ま
す
。
市
民
の

ア
ス
ベ
ス
ト
相
談
は
市
民
相

談
室
が
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

　

上
下
水
道
部
長　

ア
ス
ベ

ス
ト
管
カ
ッ
タ
ー
工
事
は
政

令
ど
お
り
き
ち
ん
と
契
約
時

に
確
か
め
て
、
現
場
の
検
査

で
も
つ
け
て
い
る
か
確
認
し

て
や
っ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
に
つ
い

て
、
昨
年
一
般
質
問
で
取
り

上
げ
た
時
は
「
町
合
併
後
検

討
す
る
」
と
い
う
答
弁
で
し

た
。
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
検

討
さ
れ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

　

常
陸
太
田
市
で
は
昨
年
度

か
ら
導
入
し
、
平
成　

年
度

１６

は
利
用
件
数　

件
、
工
事
総

７３

額
は
１
億
４
千
万
円
を
超

え
、　

倍
の
経
済
波
及
効
果

２４

が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

那
珂
市
も
地
元
産
業
と
地

域
経
済
の
活
性
化
の
た
め

に
、
積
極
的
な
投
資
が
必
要

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
悪

徳
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
に
だ
ま

さ
れ
る
人
も
多
く
、
そ
う
い

う
人
た
ち
を
守
る
た
め
に
も

早
急
な
導
入
が
必
要
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
が
答
弁
を

求
め
ま
す
。

　

環
境
経
済
部
長　

現
在
、
事
務
事
業
の

調
整
を
し
て
い
る
が
、
新
規

事
業
は
予
算
の
確
保
が
難
し

い
状
況
の
た
め
、
導
入
は
困

難
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
長　

誰
に
で
も
と
い
う

の
で
な
く
、
基
準
を
決
め

て
、
本
当
に
必
要
、
最
低
限

の
リ
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
形
で

当
然
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

�

�

�

全
国
で
検
討
中
な
の
で
指
針
示
さ
れ
れ
ば
対
応
す
る

全
国
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
調
査
は
不
十
分
で
は

導
入
は
困
難
と
考
え
て
い
る

早
急
な
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」
を

▲石綿を含む建材等の解体には保護具を使用しなければばり
ません

��������

����
１．アスベスト対策について
２．住宅リフォーム制度につ

いて

▲住宅のリフォーム

���� ��



２１ 那珂市 議会だより

��������

����
１．市政懇談会について
２．次世代育成支援対策行動

計画について
３．循環型社会の構築にむけ

て

　

少
子
化
が
進
む

中
、
那
珂
市
に
お
い

て
も
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
の
見

直
し
が
行
わ
れ
、
今
年
３
月

に
新
し
い
行
動
計
画
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
計
画

で
は
行
政
が
主
体
と
な
り
取

り
組
む
も
の
と
住
民
が
主
体

と
な
り
取
り
組
む
も
の
が
あ

げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
内
容
は
十
分
に
住
民

に
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す

か
。
又
、
今
年
度
の
実
施
状

況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
お

り
ま
す
か
。
住
民
活
動
を
活

発
に
す
る
に
は
子
育
て
支
援

リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
推
進
役

と
な
る
方
を
増
や
す
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る
の
か

伺
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
部
長　

計
画
の
概
要
版
を
各

戸
に
配
布
し
ま
し
た
。
今

後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
計
画

を
の
せ
各
種
行
事
を
通
し
て

周
知
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

市
長　

少
子
化
対
策
は
最

優
先
で
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
行
政
主

体
の
事
業
は
年
次
計
画
に
よ

り
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
又
、
住
民
主
体
の

取
り
組
み
が
活
発
化
す
る
こ

と
を
期
待
し
、
積
極
的
に
支

援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成　

年
に
循
環

１２

型
社
会
基
本
法
が
制

定
さ
れ
、
ご
み
問
題
は
リ
サ

イ
ク
ル
を
含
め
た
循
環
型
社

会
づ
く
り
へ
と
大
き
く
転
換

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
那
珂
市
の
過
去
５

年
間
の
ご
み
の
量
と
リ
サ
イ

ク
ル
率
は
ど
の
よ
う
に
推
移

し
て
お
り
ま
す
か
。
環
境
セ

ン
タ
ー
の
ご
み
焼
却
施
設
で

は
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ご
み
の

増
加
に
よ
り
燃
焼
温
度
が
上

が
り
炉
が
傷
ん
で
い
る
そ
う

で
す
。
年
間
修
理
費
と
施
設

の
耐
用
年
数
を
伺
い
ま
す
。

　

又
、
不
法
投
棄
の
撤
去
状

況
は
ど
う
で
す
か
。
上
菅
谷

駅
前
の
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
の
移
転
問
題
も
あ
り
ま

す
。
循
環
型
社
会
形
成
推
進

地
域
計
画
を
策
定
し
、
交
付

金
を
申
請
し
て
取
り
組
み
を

進
め
て
い
た
だ
け
な
い
か
伺

い
ま
す
。

　

経
済
環
境
部
長　

１
人
１
日
当
り
の
ご

み
の
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
率
は

横
ば
い
の
状
況
で
す
。
焼
却

施
設
修
理
費
は
約
１
億
５
千

万
円
で
、
耐
用
年
数
は
一
般

的
に
約　

年
で
す
。
不
法
投

１５

棄
は　

年
度
に
テ
レ
ビ
な
ど

１６

１
７
６
台
を
処
分
し
ま
し

た
。
計
画
は
施
設
等
の
整
備

に
際
し
策
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 �

� 行
政
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し
住
民
活
動
を
支
援
す
る

子
育
て
支
援
の
行
動
計
画
の
実
施
状
況
は

施
設
な
ど
の
整
備
に
際
し
計
画
の
策
定
を
考
え
る

地
域
計
画
を
た
て
循
環
型
社
会
の
さ
ら
な
る
推
進
を

�

�

▲エンゼルプランで少子化対策

▲大宮地方環境整備組合 ���� ��



那珂市 議会だより ２２

　

合
併
に
よ
っ
て
市

の
広
域
化
も
進
み
、

ま
た
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し

て
い
る
社
会
･
行
政
の
現

状
、
例
え
ば
防
犯
、
自
主
防

災
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等

基
本
的
問
題
の
現
出
、
加
え

て
各
地
区
内
に
は
ゴ
ミ
の
不

法
投
棄
、
排
水
溝
の
つ
ま

り
、
砂
利
道
の
悪
路
。
地
区

内
美
化
運
動
、
コ
サ
払
い
等

の
身
近
な
事
案
が
あ
り
、
こ

れ
ら
行
政
に
対
す
る
要
請
に

対
し
て
果
た
し
て
今
の
区
の

あ
り
方
で
対
応
し
き
れ
る
の

か
ど
う
か
、
疑
問
で
あ
る
。

私
は
こ
こ
で
、
地
方
自
治
の

原
点
か
ら
各
地
域
へ
地
域
づ

く
り
委
員
会
な
る
制
度
を
導

入
し
、
そ
の
中
に
各
部
会
を

設
け
て
地
域
で
出
来
る
も
の

は
地
域
で
対
応
す
る
と
い
っ

た
制
度
を
提
案
し
た
い
と
思

う
の
で
す
が
。

　

総
務
部
長　

瓜
連

地
区
の
各
地
域
に
あ

る
地
域
づ
く
り
委
員
会
は
す

ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
が
、

今
の
と
こ
ろ
こ
の
導
入
は
考

え
て
い
な
い
。
た
だ
し
地
域

の
盛
り
上
が
り
に
対
し
て
は

応
分
の
負
担
を
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

類
似
施
設
公
民
館

と
地
区
公
民
館
と
は

区
別
し
て
取
り
扱
う
べ
き
と

考
え
ま
す
。
類
似
施
設
公
民

館
の
中
に
は
単
な
る
集
会
所

と
し
か
利
用
し
て
い
な
い
建

物
も
あ
り
反
対
に
瓜
連
地
区

の
地
区
公
民
館
と
同
等
か
そ

れ
以
上
に
活
用
で
き
る
も
の

も
あ
り
、
那
珂
地
区
内
に
あ

る
類
似
施
設
公
民
館
は
千
差

万
別
で
す
。
地
区
活
動
を
す

る
上
か
ら
も
同
一
に
論
ず
べ

き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

よ
っ
て
類
似
施
設
公
民
館
の

維
持
管
理
費
に
関
す
る
条
例

を
そ
の
ま
ま
瓜
連
地
区
内
に

あ
る
地
区
公
民
館
の
維
持
管

理
と
し
て
適
用
す
べ
き
で
は

な
い
、
瓜
連
地
区
内
で
は
各

地
区
で
地
域
づ
く
り
委
員
会

活
動
を
展
開
し
て
い
る
の
で

こ
れ
ら
借
地
料
を
含
め
て
条

例
の
見
直
し
を
す
べ
き
と
考

え
ま
す
。

　

教
育
次
長　

合
併

協
定
に
も
あ
り
ま
す

よ
う
に
今
後
地
区
の
皆
さ
ん

と
協
議
し
て
決
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

市
長　

地
区
の
皆
さ
ん
と

か
分
館
長
、
教
育
委
員
会
の

方
々
と
も
協
議
し
て
決
め
て

ゆ
く
の
が
い
い
と
思
い
ま

す
。
ま
だ
決
め
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�

�

�

�

現
状
の
ま
ま
進
め
て
ゆ
き
た
い

区
の
役
割
と
限
界
に
つ
い
て

今
後
地
区
の
皆
さ
ん
と
協
議
し
て
決
め
る

地
区
公
民
館
の
維
持
管
理
費
に
つ
い
て

▲地域社会では様々な行事があります

▲下大賀コミュニティーセンター

��������

����
１．区の役割と限界について
２．公民館活動について

���� ��



２３ 那珂市 議会だより

��������

����
１．祝祭日のごみ収集につい

て
２．市立図書館進捗状況
３．福祉と介護について

　

緑
豊
か
な
環
境
を

後
世
に
引
き
継
い
で

い
く
た
め
に
も
、
ご
み
問
題

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思

う
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
適
正

な
ご
み
処
理
や
リ
サ
イ
ク
ル

対
応
を
進
め
、
環
境
に
関
す

る
整
備
を
図
り
、
き
め
細
か

な
ご
み
行
政
を
推
進
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
平
成

　

年
９
月
に
１
２
、３
８
７

１４

名
の
署
名
を
集
め
要
望
書
を

提
出
し
て
お
り
、
署
名
さ
れ

た
方
々
の
た
め
に
も
、
今

後
、
祝
祭
日
を
完
全
収
集
で

き
る
よ
う
に
早
急
に
図
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

経
済
環
境
部
長　

環
境
整
備
組
合
で
は

祝
祭
日
を
収
集
日
に
し
、
完

全
週
休
２
日
制
に
し
た
方
が

よ
い
の
か
、
現
行
の
ま
ま
が

よ
い
の
か
。
費
用
、
そ
の
他

の
こ
と
に
つ
い
て
調
査
研
究

し
て
お
り
、
時
間
を
い
た
だ

き
た
い
。

　

市
長　

市
街
地
だ
け
で
も

早
く
検
討
す
る
よ
う
、
指
示

は
出
し
て
お
り
、
予
算
的
な

も
の
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思

い
ま
す
け
れ
ど
、
早
急
に
結

論
を
出
し
て
実
施
す
る
よ
う

に
指
示
を
出
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

那
珂
市
独
自
で
始

め
た
３
才
か
ら
小
学

校
入
学
前
ま
で
の
入
院
費
無

料
に
つ
い
て
は
、
県
の
制
度

改
正
に
よ
り
入
院
費
軽
減
措

置
が　

月
か
ら
実
施
さ
れ
ま

１１

す
。
今
後
は
、
さ
ら
に
市
と

し
て
小
学
校
６
年
生
ま
で
入

院
費
を
無
料
に
す
る
と
い
う

考
え
は
な
い
の
か
。
新
市
に

な
り
少
子
化
に
対
し
、
子
供

を
授
か
っ
て
い
る
方
、
こ
れ

か
ら
出
産
し
よ
う
と
い
う

方
々
に
と
っ
て
子
供
を
生
み

育
て
や
す
い
市
を
目
指
し
、

福
祉
、
介
護
に
つ
い
て
は
、

市
長
が
い
つ
も
言
っ
て
い
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

　

保
健
福
祉
部
長　

市
単
独
で
約
９
０
０

万
円
の
持
ち
出
し
と
な
り
、

扶
助
費
等
の
保
健
福
祉
関
係

の
予
算
が
伸
び
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
は
、
当
分
の
間
、
県

の
基
準
の
と
お
り
、
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

市
長　

対
象
者
の
拡
大
に

つ
い
て
は
、
財
政
等
の
知
恵

を
絞
り
、
今
後
我
が
市
の
少

子
化
の
動
向
や
財
政
状
況
を

見
て
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

�

� 早
急
に
結
論
を
出
し
実
施
に
向
け
指
示

祝
祭
日
の
ご
み
収
集
、
完
全
実
施
を

財
政
状
況
を
見
て
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る

乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
拡
大
を

�

�

▲可燃ゴミのステーション（戸地区）

▲茨城県の制度改正により、小学校入学前まで「マル福」適用
が拡大されます。 ���� ��



那珂市 議会だより ２４
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下
菅
谷
地
区
計
画

に
よ
れ
ば
、
主
要
３

路
線
を
含
め　

キ
ロ
を
幅
員

４.３

６
メ
ー
ト
ル
に
整
備
す
る
計

画
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
既
存
道
路
の
拡
幅
を
基

本
と
し
て
お
り
、
秩
序
の
な

い
市
街
地
の
整
備
が
進
め
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
更
に

こ
の
道
路
用
地
取
得
に
は
未

相
続
地
が
あ
り
買
収
は
不
可

能
と
考
え
ら
れ
、
土
地
収
用

法
の
適
用
を
受
け
る
必
要
が

生
ず
る
。
こ
の
計
画
で
は
収

用
法
の
適
用
は
難
し
い
。

　

こ
の
地
区
に
は
下
菅
谷
停

車
場
線
、
上
菅
谷
下
菅
谷
線

の
２
路
線
が
都
市
計
画
道
路

と
し
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
路
線
の
買
収
に
は
土
地

収
用
法
の
適
用
も
容
易
で
あ

る
。
良
好
な
市
街
地
の
整
備

の
た
め
に
も
都
市
計
画
決
定

さ
れ
た
２
路
線
を
優
先
す
べ

き
だ
。

　

都
市
計
画
課
長　

こ
の
都
市
計
画
道
路

は
下
菅
谷
地
区
の
区
画
整
理

事
業
で
行
う
計
画
だ
っ
た
。

現
時
点
で
は
手
法
、
事
業
主

体
と
も
決
定
し
て
い
な
い
。

　

こ
の
地
区
の
住
民
の
最
低

限
の
生
活
基
盤
の
整
備
が
必

要
と
の
考
え
か
ら
都
市
計
画

道
路
に
着
手
す
る
前
に
整
備

を
進
め
た
い
。

　

瓜
連
駅
の
自
由
通

路
の
整
備
は
着
工
が

遅
れ
て
お
り
、
年
度
内
に
完

成
出
来
る
か
危
ぶ
ま
れ
て
い

る
が
、
こ
の
事
業
は
補
助
事

業
で
あ
り
予
算
は
前
年
度
か

ら
繰
越
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
今
年
度
中
に
事
業
が
完

了
し
な
い
と
補
助
金
の
返
還

な
ど
の
問
題
も
出
て
く
る
が

大
丈
夫
か
。
又
、
駅
の
南
口

は
既
に
工
事
が
完
了
し
、
き

れ
い
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。

工
事
用
車
両
の
進
入
、
鉄
鋼

橋
梁
な
ど
重
量
資
材
の
搬
入

時
に
敷
き
詰
め
た
イ
ン
タ
ー

ロ
ッ
キ
ン
グ
が
破
損
す
る
恐

れ
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
対

策
を
採
る
の
か
、
そ
の
経
費

は
二
重
投
資
と
な
り
無
駄
な

出
費
と
な
る
。
そ
れ
に
要
す

る
経
費
は
ど
の
く
ら
い
に
な

る
の
か
お
伺
い
し
た
い
。

　

建
設
部
長　

自
由

通
路
の
建
設
に
つ
い

て
は
、
鉄
鋼
橋
梁
メ
ー
カ
ー

の
談
合
事
件
に
よ
り
発
注
が

遅
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
年
度

内
に
は
完
成
出
来
る
。
資
材

搬
入
の
際
に
は
、
イ
ン
タ
ー

ロ
ッ
キ
ン
グ
を
剥
が
し
、
工

事
終
了
後
復
元
す
る
予
定
で

経
費
２
０
０
万
程
度
は
必
要

に
な
る
と
思
う
。

�

�

�

�

主
要
三
路
線
を
優
先
し
、
順
次
整
備
し
た
い

下
菅
谷
地
区
の
整
備
は
都
市
計
画
道
路
を
優
先
に

九
月
末
に
は
着
工
し
年
度
内
に
完
成
出
来
る

瓜
連
駅
の
自
由
通
路
は
年
度
内
に
完
成
で
き
る
か

▲未整備の生活道路（下菅谷地区）

▲工事中の瓜連駅

����
１．下菅谷まちづくり事業に

ついて
２．瓜連駅前地区まちづくり

事業について

���� ��



２５ 那珂市 議会だより
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１．行政評価制度について
２．高齢者の法的保護対策に

ついて

　

行
政
評
価
制
度

は
、
行
政
運
営
を
客

観
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、

政
策
の
変
更
や
予
算
の
重
点

配
分
を
決
定
し
て
い
く
手
法

で
す
。
行
政
の
あ
る
べ
き
姿

と
し
て
取
り
組
む
事
業
は
、

目
標
を
数
値
化
し
、
こ
れ
に

対
し
て
ど
の
程
度
進
捗
し
て

い
る
か
把
握
し
や
す
く
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
さ
ら

に
、
そ
の
評
価
結
果
を
住
民

に
情
報
公
開
す
る
こ
と
に
よ

り
、
住
民
の
政
治
参
画
の
推

進
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
を
効
率
よ

く
行
う
に
は
客
観
的
な
評
価

と
そ
の
際
使
わ
れ
る
成
果
指

標
の
明
確
化
は
重
要
で
す
。

ぜ
ひ
行
政
評
価
制
度
の
精
度

を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

市
長
公
室
長　

現

在
、
成
果
指
標
の
構

築
を
目
指
し
て
職
員
研
修
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
又
、
制

度
に
つ
い
て
は
、
優
先
度
評

価
な
ど
の
施
策
の
相
対
評
価

を
行
い
予
算
編
成
に
も
反
映

さ
せ
る
仕
組
み
に
し
て
い
き

た
い
。

　

市
長　

行
政
評
価
制
度

で
、
効
率
的
か
つ
計
画
的
な

行
政
運
営
を
図
り
、
住
民
に

わ
か
り
や
す
い
行
政
の
実
現

を
目
指
し
て
い
き
ま
す

　

今
、住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
の
訪
問
販
売
等
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
な
詐
欺
的

商
法
が
急
増
し
、
特
に
認
知

症
な
ど
判
断
力
不
十
分
な
高

齢
者
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
成
年
後
見
制
度
が
施

行
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
人
を

保
護
で
き
る
体
制
に
は
な
り

ま
し
た
が
、
こ
の
制
度
利
用

支
援
事
業
を
さ
ら
に
推
進
す

る
た
め
、
よ
り
Ｐ
Ｒ
し
た

り
、
今
後
設
置
さ
れ
る
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
高
齢

者
の
法
的
保
護
対
策
に
重
点

を
置
い
て
は
ど
う
で
す
か
。

ま
た
、
現
在
全
国
的
に
も
設

置
が
増
え
て
い
る
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
を
市
で
も
設
置

し
、
消
費
者
で
あ
る
住
民
の

た
め
に
、
安
心
で
安
全
な
生

活
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し

て
は
ど
う
か
。

　

保
健
福
祉
部
長　

今
後
、
成
年
後
見
制

度
利
用
支
援
事
業
の
さ
ら
な

る
周
知
徹
底
を
図
る
と
共

に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
相
談
に
応
じ
る
体
制

を
作
り
ま
す
。

　

市
長　

合
併
後
、
消
費
生

活
係
を
設
置
し
た
が
、
社
会

情
勢
を
見
て
現
体
制
に
嘱
託

職
員
を
追
加
し
、
す
ぐ
対
応

で
き
る
制
度
に
し
て
消
費
セ

ン
タ
ー
的
な
も
の
を
設
置
す

る
よ
う
に
前
向
き
で
い
き
た

い
。 �

� 住
民
に
わ
か
り
や
す
い
行
政
を
目
指
し
て
い
く

行
政
評
価
制
度
の
精
度
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い

嘱
託
を
追
加
し
セ
ン
タ
ー
的
な
も
の
を
設
置
す
る

市
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
環
境
整
備
を

�

�

▲事務事業について評価し、改善していきます

▲那珂市役所　生活安全課　消費生活係 ���� ��



那珂市 議会だより ２６

２件の意見書を議決し、関係機関へ提出しました。
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　義務教育費国庫負担制度の廃止による一般財源化
は、税源の偏在性と今後削減が必至である地方交付税
の状況を考えれば、都道府県間や市町村間の教育水準
の格差の拡大を引き起こすおそれがある。
　政府においては、教育の機会均等とその水準の維持
向上をはかる義務教育費国庫負担法の趣旨・精神をふ
まえ、中央教育審議会での結論を尊重し制度を堅持す
るよう強く要望する。

提出先　内閣総理大臣、文部科学大臣、財務大臣、

　　　　総務大臣

��������	
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��
���������

　政府においては、教育を社会の中心目標にきめ細か
なゆきとどいた教育を実現するために、国の負担・責
任において少人数学級を全国一斉に実施する必要があ
ると考える。　
　政府は、少人数学級を導入した新たな定数改善計画
を早急に策定するよう強く要望する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
提出先　内閣総理大臣、文部科学大臣、財務大臣、

　　　　総務大臣

��������������������������������������������������������������������������������										
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平成１７年第３回定例会では、３件の請願を

審議しました。

��������	
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　食の安全を確保するためにも、輸入農畜産物に依存せ
ず、地域の農林水産物を地域内で流通させて、地域の産
業や経済の活性化を図るため、「地産地消宣言」を行い、
その推進を図ることを請願するものです。

　委員会では、請願の趣旨については理解できるし、地
産地消に関しては当然、政策的に進めていくべきである。
　しかし、那珂市議会として自治体宣言をしても、実効
性がどこまであるのか疑問である。地産地消をどのよう
な方策で浸透させていくのかが重要であり、宣言につい
ては時期尚早であるという意見も出され、賛成少数によ
り不採択とすべきものと決定しました。
 （経済常任委員会）

提出者

日立市十王町伊師３０２６
農民運動茨城県連合会県北農民センター
代表　根本　陽一

���
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　この請願は、義務教育制度の根幹である、教育の機会
均等・水準確保・無償制の維持に不可欠な義務教育費国
庫負担制度を堅持するというものです。
　また、教育に関する費用負担の在り方については、教
育論から議論を尽くした上で判断すべきであり、政府
は、中央教育審議会における結論を十分に尊重するこ
と。
　以上のことについて、意見書を決議して、関係大臣に
送付することを請願するものです。

　委員会では、国庫負担制度の廃止により、都道府県に
よって、教育水準に格差が生じるおそれがある。子供の
将来を考えると、この国庫負担制度を堅持すべきである
などの意見が出され、採択とすべきものと決定しまし
た。
 （教育厚生常任員会）

提出者

那珂市横堀１５０２－１
沼田　　寛　外１７３名

� �
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　この請願は、きめ細かなゆきとどいた教育を実現する
ため、あらたな教職員定数改善計画を策定し、「少人数学
級」の導入を全国一斉に実施するというものです。
　また、地域や子どもの状況をふまえ多様な教育活動が
推進できるよう、学校、市教育委員会が主体的に教職員
配置を行えるしくみに改善すること。
　以上のことについて、意見書を決議して、関係大臣に
送付することを請願するものです。

　委員会では、少人数学級を実施することは、多岐にわ
たる教育問題に対しても、きめ細かなゆきとどいた指導
が可能であるなどの意見が出され、採択とすべきものと
決定しました。
 （教育厚生常任委員会）

提出者

那珂市横堀１５０２－１
沼田　　寛　外１７２名

� �
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２７ 那珂市 議会だより

　政治家の後援団体が選挙区内の人に対して、花

輪、香典、祝儀などを出すことや、後援会の設立目

的により行う行事等に関する寄附以外の寄附をする

と処罰されます。

（公職選挙法第１９９条の２、第２４９条の５）

　政治家は選挙区内の人に対して、答礼のための自

筆によるものを除き、年賀状等のあいさつ状を出す

ことが禁じられています。 （公職選挙法第１４７条の２）

　政治家や後援会が、選挙区内の人に対して、新聞・

テレビ・ラジオ等により、あいさつを目的とした有

料広告を出すと処罰されます。

（公職選挙法第１５２条、第２３５条の６）

　政治家は、選挙区内の人へお金や物を贈ることは

禁止されています。違反をすると処罰されます。

　ただし、政党などの政治団体や親族に対する場合、

政治教育集会などに関する必要な実費の補償、政治家

本人が出席する結婚披露宴の祝儀、葬式や通夜の香典

などで通常一般の社交の程度を超えないものは除き

ます。 （公職選挙法第１９９条の２、第２４９条の２）

　選挙区内の有権者が、政治家に対し、お金や物を

要求したりすると処罰されます。

（公職選挙法第１９９条の２、第２４９条の２）
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※政治家とは、現に公職にある人、公職の候補者や候補者に
なろうとする人です。

※処罰により、禁錮以上の刑に処せられると、その刑の執行
が終わるまで、選挙権及び被選挙権が失われます。

 （公職選挙法第１１条）
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議　事　予　定曜月  日
本会議
　○開会
　○継続審査案件の委員長報告
　○請願・陳情の委員会付託等

火１２．６

本会議
　○議案審議
　○議案の委員会付託等

水１２．７

常任委員会（総務・経済）木１２．８
常任委員会（建設・教育厚生）金１２．９
休会土１２．１０
休会日１２．１１
本会議（一般質問）月１２．１２
本会議（一般質問）火１２．１３
本会議（一般質問）水１２．１４
休会木１２．１５
本会議
　○委員長報告
　○閉会

金１２．１６

平成１７年第４回定例会会期日程（案）
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　市議会の本会議は誰でも傍聴できます。
　本会議は午前１０時開会予定です。
　傍聴の受付は、当日の午前９時３０分から那珂市役
所３階の傍聴席入口で行います。手続きは、傍聴券
に住所・氏名・年齢を記入していただくだけです。お
気軽にお出かけください。
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　第４回定例会は、下記の日程（案）のとおり開催す
る予定です。
　また、議事の都合により日程が変更となる場合が
あります。日程の詳細については、議会事務局まで
お問い合わせください。

TEL　２９８－１１１１（代表）
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那珂市 議会だより ２８

８月２７日
　毎年恒例のなかひまわりフェスティバルが
那珂総合公園で行われ、「金魚すくい」で

群
馬
県
大
間
々
町
議
会
来
訪

７月１２日
　群馬県大間々町議会の総務商工常任委員会
の皆様が那珂市議会を訪れ、合併の経緯や議会
運営等について研修をしました。

▲議長、市執行部が研修に応対しました
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寿
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秋
も
た
け
な
わ
、
本
当
に
過

ご
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。　

月
は
、「
神
無
月
」
と
言

１０

わ
れ
、
全
国
の
神
々
が
出
雲
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国
に
集
ま
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、
諸
国
が
神
無
し

に
な
る
と
こ
ろ
、
恵
比
寿
様
だ

け
が
残
る
た
め
、
慰
め
の
催
事

を
し
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と
か
ら
始
ま
っ
た
と

も
言
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講
」
が
、

一
般
的
に
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月　

日
に
行
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わ
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。
恵
比
寿
は
七
福
神

の
一
人
で
、
風
折
烏
帽
子
を
か

ぶ
り
、
鯛
を
釣
り
上
げ
て
い
る

姿
の
漁
業
･
商
業
の
守
護
神
で

す
。
ほ
ほ
え
ま
し
い
、
ふ
く
よ

か
な
笑
い
顔
を
見
て
い
る
だ
け

で
、
こ
ち
ら
ま
で
心
が
な
ご
み

ま
す
。

　

忙
し
い
中
に
も
、
ゆ
と
り
の

時
間
を
つ
く
り
、
常
に
生
き
生

き
と
し
た
笑
顔
で
、
誰
に
も
接

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

日
々
、
努
力
し
た
い
も
の
で

す
。
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中
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生
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▲議長室で記念撮影

７月１５日
　姉妹都市のアメリカ･オークリッジ市から
ホームステイに来ている中学生たちが、議会の
施設を見学しました。日本と米国の議会の施
設や制度の違いなどの質問をしていました。

な
か
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
表
紙
）

栃
木
県
二
宮
町
議
会
来
訪

８月２６日
　栃木県二宮町の議会広報編集委員会の皆様
が、那珂市議会を訪れ、議会広報の編集等につ
いて研修をしました。

▲議長、広報委員長が研修に応対しました。

８月２７日
　毎年恒例のなかひまわりフェスティバルが
那珂総合公園で行われ、「金魚すくい」で参加し
ました。
　約２，０００匹の金魚を用意しましたが、お昼過
ぎにはほとんどいなくなり、大好評でした。


